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は じ をめ に

茅野市には300以上 もの遺跡が発見されていますが、その多 くが縄文時代の中でも中

期 と呼ばれる時期のものです。それらの遺跡の多 くは八ケ岳山麓の中でも標高1,000m

前後に位置 してお り、その代表的な遺跡が国の特別史跡に指定されている豊平地区の

尖石遺跡です。

永年、地権者の皆さんや地元の方々の理解 と熱意によって、保存されてきましたが、

近年の開発はついに尖石遺跡の周辺にも及んできました。そこで、茅野市は、このす

ばらしい郷土の文化遺産 を保存 し、後世に受け継 ぐべ く昭和62年度から国・県のご援

助をいただき、尖石遺跡の公有地化 を行い、平成 2年度からは引続 き記念物保存修理

事業 (環境整備)に着手 しました。

記念物保存修理事業 (環境整備)の一環 として行われている試掘調査は、尖石遺跡

の整備計画を作成 してい く上での基礎的な調査 として実施されているものであ ります。

今年度はその試掘調査 も6年 目を迎えました。調査では縄文時代の住居址が新たに 9

軒 も発見されるなど、改めて尖石遺跡の大 きさに驚かされます。

また、今年度は、花粉分析や珪藻分析 を行い、尖石遺跡周辺の古環境の調査 も行わ

れました。調査結果は一部中間報告の形態を取ったもの もありますが、継続 して作業

を進め、史跡整備に役立てていきたいと考えてお ります。

尖石遺跡の全体像 を把握するには、さらに数年の年月を要する作業 となりますが、

成果は少 しずつ、 しか も着実に上げられています。

また、この試掘調査 と並行 して行われている史跡整備の基本計画作成や追加指定地

の用地購入事業 も着々 と進んでお ります。今後 も史跡整備に一層の努力をして参 る所

存でありますので、皆様の一層のご協力をお願い致 します。

最後に、この事業の実施にあたってご指導いただいた文化庁、長野県教育委員会 を

はじめ、 自然科学的調査にご協力いただいた各先生方、調査に参加 された関係者の皆

様に対 し、深甚なる感謝を申上げます。

平成 8年 3月

茅野市教育委員会

教育長 両角 徹郎



例言・凡例

1.本書は、特別史跡尖石石器時代遺跡記念物保存修理事業 (環境整備)に係 る試掘調査報告書である。

2.試掘調査は、国庫及び県費の補助 を受け、茅野市教育委員会が実施 した。

3.試掘調査は、平成 7年 9月 1日 か ら12月 13日 まで行った。

整理作業は、平成 8年 1月 4日 か ら平成 8年 3月 20日 まで行った。

4.出土品の整理及び報告書の作成は、文化財調査室で実施 した。

本報告書に係 る出土品・諸記録は、文化財調査室で保管 している。

5,本文中、特別史跡尖石石器時代遺跡の名称を特別史跡尖石遺跡あるいは尖石遺跡 と通称を用いている。

また、平成 6年に追加指定を受けた与助尾根遺跡及びその南側にある谷 も含めてが尖石遺跡の範囲で

あるが、地点を区別するため旧指定範囲についてこの名称を用いている。

また、挿図の平面図において、方位の入っていないものは上が北である。

6.調査の休常1

本調査は茅野市教育委員会文化財調査室が実施 した。組織は以下の通 りである。
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第 I章 調査の方法 と経過

特別史跡尖石遺跡は、指定地の用地購入が終わった翌年の平成 2年度か ら、記念物保存修理事業 (環境整

備)の ため継続 して試掘調査が行われ、今年度で 6年 目を迎えることとなった。過去 5年間の調査について

は、それぞれ試掘調査報告書が刊行 されている。

平成 2年度に試掘調査 を開始するにあたって、尖石遺跡全体 を大 きく4つに分け、北西隅を I区 とし、時

計回りにH区Ⅲ区Ⅳ区と区画の名称 をつけている。その各区画ごとに遺跡範囲の全体 を覆 うように東西南北

にあわせて大 きく10m四方の大 きな正方形のグリッドで区切 り(大 グリッ ド)、 X軸 を大文字のアルファベ ッヽ

ト、 y軸 を数字で呼称 している。さらにその大グリッドを 2m四方の河ヽ さなグリッド (小 グリッド)と して

X軸 を小文字のアルファベ ット、y軸を数字で表 し、Alalの ように州ヽ グリッ ドの 1つ 1つ に名前をつける

作業を行ってある。

今回調査の対象 としたのは、遺跡の南側ほぼ中央で、集落中央の広場があるのではないか と考えられてい

る地区である。

掘 り下げにあたっては、例年通 り住居l■の検出が行えるよう、 2mの 刻ヽ グ リッドを 1つおきに掘 り下げて

行 く方法を取ることとした。また、遺跡全体の地形を見るために、計画的に東西方向及び南北方向に一列に

掘 り下げて行 き、必要に応 じて新 しく調査区を設けることとした。

検出した遺構については、確実に住居 l■ と分かるものも幾つか見 られたが、住居址か土坑かが不明なもの

も多いため、検出した遺構すべてについて通 し番号で呼称 し、本文中において遺構の性格について記すこと

とした。

今年度は、例年行 っている遺構の分布や密度をみるための試掘調査に力日え、史跡整備に向けて縄文時代の

古環境を明らかにするため、花粉分析、珪藻分析などの自然科学的調査 も合わせて行った。そのため、調査

期間も、断続はあったものの、 7月 の後半から年末にかけてと長期にわたった。

第 H章 遺跡の層序

尖石遺跡の層序については、平成 4年度の調査において、今後の調査 と整合を持たせられるよう詳細な検

討が為されている。

第 la層 暗褐色土 (10YR3/3)

地表面下10cmほ どまでは粒子は粗 く、徐々に粒子が細かくなる。締 りは全体になく、粘性 もない。 l mm以

下のローム粒子を稀に含み、ロームブロックの混入はない。 3 mm程度の炭化物・礫を稀に含む。

第 lb層 褐色度 (10YR4/4)

締 り、粘性ともにあまりない。粒子は細か く、ローム粒子を多量に含む。

第 2層 黒褐色土 (10YR2/2)

粒子は細か く、締っているが、粘性はあまりない。 l mm以下のローム粒子を稀に含む。

第 3層 黒4gJ色土 (10YR2/3)

粒子は細か く、よく締っているが、粘性はない。 l mm以下のローム粒子を稀に含むが、ロームブロック・

炭化物・礫は見られない。

一
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第 4層 暗褐色土 (10YR3/4)

粒子は細か く、よく締っているが、粘性はない。 l mm以下のローム粒子を多量に含み、 3 mmほ どのローム

ブロックも少量含む。稀に 3 mm大の炭化物粒子を含むが、礫の混入はない。

今年度の調査においても、この基本層序を踏襲するが、土層断面に表れた遺構の覆土等については、各遺

繕の項を参照されたい。

第Ⅲ章 遺構 と遺物

第 1節 遺

今年度検出した遺構は82基である。この中には、土壌調査のため掘 り下げを行ったグリッドAと Eか ら検

出された遺構10基 も含まれている。

確実に住居址と思われる遺構は 9基で、中期の中葉から後葉にかけてのものである。上坑 となる遺構は比

較的少なく、柱穴状のピットになると考えられるものが多く検出されているのも、今年度の特徴 と言えよう。

遺構 I(第 3図 )

Ⅲ区H lelに位置する。全容は明らかでないが、短径40cm弱 の長円形を呈するものと思われる。覆土は黒

色土 (10YR2/1)。

遺構 2(第 3図 )

H ttH14e lに 位置する。37× 32cmの 長円形を呈する。確認面で礫。覆土は黒褐色土 (10YR2/2)。 径 1～ 2

mmの炭化物を含む。

遺構 3(第 3図 )

H ttH14e lに 位置する。36× 33omの 長円形を呈する。覆土は黒褐色土 (10YR2/2)。 径 1～ 2 mmの炭化物を

含む。

遺構 4(第 3図、図版 1-1・ 2)

IIIttG 2 e 3・ 5に位置する。全容は明らかでないが、径500omほ どの円形の住居址になるものと考えられ

る。覆土は黒褐色土 (10YR2/2)。 径 1～ 2 mmの炭化物を含む。

遺構 5(第 3図、図版 1-3)

Ⅱ区G14e4に位置する。25× 20cmの小さな楕円形を呈する。覆土は黒褐色土 (10YR3/2)。 径 1～ 2 mmの炭

化物を含む。

遺構 6(第 3図、図版 1-3)

H ttG14e 4に 位置する。26× 20cmの小さな楕円形を呈する。覆土は黒褐色土 (10YR2/2)。 径 1～ 2 mmの炭

化物を多量に含む。

遺構 7(第 3図、図版 2-1)

H ttG14e 2に 位置する。63× 52cmの 隅丸長方形を呈する。覆土は暗褐色土 (10YR3/3)。

遺構8(第 3図、図版 2-2)

Ⅲ区F3ellこ位置する。径30cmの 円形を呈する。覆土は黒褐色土 (7.5YR3/2)。 径 l mm以下の炭化物を多

量に含む。
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遺構 9(第 3図、図版 2-2)

Ⅲ区F3elに位置する。平面形態は明らかでな く、規模 も不明である。住居址または規模の大 きな土坑に

なると考えられる。覆上は暗褐色土 (10YR3/3)。 径 1～ 2 mmの炭化物を多量に含む。

遺構10(第 3図、図版 2-3、 3-1。 2)

IIIttF 2 e l lこ 位置する。長径77cmの 不整形で、 2つのピットが重複しているのではないかと思われるが、

覆上の違いは見られず、新旧関係も明らかでない。覆上は黒褐色土 (10YR2/3)。 径 1～ 2 mmの炭化物を含

む。

遺構 H(第 3図、図版 2-3、 3-1・ 2)

Ⅲ区F2elに位置する。42X28cmの長円形を呈する。覆土は黒褐色土 (10YR2/3)。 径 l mm以下の炭化物を

少量含む。

遺構 12(第 3図、図版 2-3、 3-1・ 2)

Ⅲ区F2elに位置する。全容は明らかでないが、短径40cmを測る。 2つのピットが重複している可能性も

ある。覆土は黒褐色上 (10YR2/3)。 径 1～ 2 mmの炭化物を含む。

遺構 13(第 3図、図版 2-3、 3-1。 2)

Ⅲ区F2elに位置する。平面形態は明らかでなく、規模 も不明である。覆土は黒褐色土 (10YR2/3)。 径 1

mm以下の炭化物を少量含む。

遺構 14(第 4図、図版 3-2)

Ⅲ区E3e4に位置する。31× 20cmの 楕円形を呈する。覆土は暗褐色土 (10YR3/3)。 径 l mm以下の炭化物を

少量含む。

遺構 15(第 4図、図版 3-2)

Ⅲ区E3e4に位置する。35× 30clnの楕円形を呈する。覆土は暗褐色土 (10YR3/3)。 径 1～ 2 mmの炭化物を

含む。

遺構 16(第 4図、図版 3-2)

Ⅲ区E3e4に位置する。遺構17と 重複 しており、全容は不明である。覆土は暗褐色土 (10YR3/3)。 径 l mm

以下の炭化物を含む。

遺構 17(第 4図、図版 3-2)

Ⅲ区E3e4に位置する。遺構16と 重複 しており、全容は不明であるが、径35cmほ どの円形になるものと考

えられる。覆土は暗褐色土 (10YR3/3)。 径 l mm以下の炭化物を含む。

遺構 18(第 4図、図版 3-3)

Ⅲ区E3e2に位置する。径30cmほ どの円形を呈する。覆土は暗褐色土 (10YR3/3)。 径 1～ 2 mmの炭化物を

少量含む。

遺構 19(第 4図、図版 3-3)

Ⅲ区E3e2に位置する。35× 26cmの楕円形を呈する。覆上は暗褐色土 (10YR3/3)。 径 l mm以下の炭化物を

少量含む。

遺構20(第 4図、図版 3-3)

Ⅲ区E3e2に位置する。径38cmほ どの円形を呈する。一部遺構21と 重複する。覆土は暗褐色土 (10YR3/

3)。 径 1～ 2 mmの 炭化物を多量に含む。

遺構21(第 4図、図版 3-3)

-7-



IIIttE 3 e 2に 位置する。37× 34cmほ どの楕円形を呈する。一部遺構20と 重複する。覆土は暗褐色土 (10YR3/

3)。 径 1～ 2 1nlnの炭化物を含む。

遺構22(第 4図、図版 3-3)

IIIttE 3 e 2に 位置する。平面形態は明らかでなく、規模 も不明である。住居l■Lま たは規模の大 きな土坑に

なると考えられる。住居址であったとしても、E2e5に までにはいたっていない。覆土は黒褐色土 (10YR2/

2)。 径 1～ 2 mmの炭化物を少量含む。

遺構23(第 4図、図版 4-1)

Ⅲ区E3e5に位置する。全容は明らかでないが、短径35cmの 長円形を呈する。覆土は黒褐色土 (10YR2/

2)。 径 1～ 2 mmの炭化物を多量に含む。

遺構24(第 4図、図版 4-1)

Ⅲ区E3e5に位置する。平面形態は明らかでなく、規模 も不明である。住居l■ または規模の大 きな土坑に

なると考えられる。住居l■ であったとしても、E2e3に までにはいたっていない。覆土は黒褐色土 (10YR2/

2)。 径 1～ 2 1mmの 炭化物を多量に含む。

遺構25(第 4図、図版 4-2)

Ⅲ区E2e3に位置する。全容は明らかでないが、短径37omほ どの長円形を呈する。覆土は黒褐色土 (10YR2/

2)。 径 1～ 2 mmの炭化物を少量含む。

遺構26(第 4図、図版 4-2)

Ⅲ区E2e3に位置する。径27cmほ どの円形を呈する。覆土は黒褐色土 (10YR2/2)。 径 1～ 2 mmの 炭化物を

少量含む。

遺構27(第 4図、図版 4-2)

ШttE 2 e3に 位置する。径25omほ どの円形を呈する。遺構28と 重複するが、覆上に違いは見られず、新旧

関係は明らかでない。覆土は黒褐色土 (10YR2/2)。 径 1～ 2 mmの炭化物を少量含む。

遺構28(第 4図、図版 4-2)

Ⅲ区E2e3に位置する。径30cmほ どの円形を呈する。遺構27と 重複するが、覆土に違いは見られず、新旧

関係は明らかでない。覆土は黒褐色土 (10YR2/2)。 径 1～ 2 mmの炭化物を少量含む。

遺構29(第 4図、図版 4-2)

Ⅲ区E2e3に位置する。全容は明らかでないが、短径45cmほ どの長円形を呈するものと思われる。覆土は

黒褐色土 (7.5YR3/2)。 径 l mm以下の炭化物を少量含む。

遺構30(第 4図、図版 4-2)

皿区E2e3に位置する。30× 25cmの楕円形を呈する。覆土は黒色土 (10YR2/1)。 径 l mm以下の炭化物を少

量含む。

遺構31(第 4図、図版 4-2)

Ⅲ区E2e3に位置する。30× 27cmの楕円形を呈する。覆土は黒褐色土 (10YR2/2)。 径 l mm以下の炭化物を

少量含む。

遺構32(第 4図、図版 4-2)

ШttE 2 e3に 位置する。全容は明らかでないが、径50cmほ どの隅丸方形ないし隅丸長方形を呈するものと

思われる。覆土は黒色土 (10YR2/1)。 径 l mm以下の炭化物を少量含む。

遺構33(第 4図、図版 4-2)
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Ⅲ区E2e3に 位置する。径34cmほ どの円形を呈する。遺構34と 重複するが、覆上に違いは見られず、新旧

関係は明らかでない。覆土は黒褐色土 (10YR2/2)。 径 l mm以下の炭化物を少量含む。

遺構34(第 4図、図版 4-2)

ШttE 2 e3に 位置する。全容は明らかでない。遺構33と 重複するが、覆上に違いは見られず、新旧関係は

明らかでない。覆土は黒褐色土 (10YR2/2)。 径 l mm以下の炭化物を少量含む。

遺構35(第 4図、図版 4-3、 5-1)

Ⅲ区E2elに位置する。かなり浅いところから石囲炉 と床面が検出され、住居址であることが確認され

た。壁の掘 り込みが確認できず、平面形態は不明である①床面で 5個の柱穴が検出されている。また、石囲

炉の中からも一括土器が出土している。遺構の時期は、出土した土器から曽利 I式期 と考えられる。覆土は

黒色土 (7.5YR2/1)。 径 2～ 5 mmの炭化物を多量に含む。

遺構36(第 4図、図版 5-2)

mttE l e5に 位置する。直線的に延びる掘 り込みが検出され、住居址と確認された。やはり住居址になると

考えられる遺構37と 重複 しており、規模は明らかにできない。覆土は黒褐色土 (10YR2/2)。 径 1～ 2 mmの炭

化物を少量含む。

遺構37(第 4図、図版 5-2。 3)

Ⅲ区Ele3に 位置する。住居址と考えられる遺構36と 重複 しているため、全容は明らかにできないが、円

形を呈する住居址になるものと考えられる。北側で遺構38と も重複 している。覆土は黒色土 (7.5YR2/1)①

径 2～ 5 mmの炭化物を多量に含む。

遺物は、遺構35。 36の どちらの住居に属するか不明であるが、曽利 I～ H式の初頭にかけての上器が出土

している。

遺構38(第 4図、図版 5-2)

IIIttE l e 3に 位置する。長径100cm超 、短径65cmほ どの長円形を呈する土坑になると思われる。覆土は黒褐

色土 (7.5YR3/1)。 径 2～ 5 mmの炭化物を多量に含む。

遺構39(第 4図、図版 6-3)

Ⅲ区E le2に位置する。66× 57伽 のやや台形状を呈する土坑である。覆土は黒色土 (10YR2/1)。 径 l mm以

下の炭化物を多量に含む。

遺構40(第 5図、図版 7-1)

H ttE15e5に位置する。30× 25cmの 長円形を呈する。覆土は黒褐色土 (10YR3/2)。 径 1～ 2 mmの炭化物を

多量に含む。

遺構41(第 5図、図版 7-1)

H ttE15e5に位置する。全容は明らかでないが、径30cmほ どの円形になるものと考えられる。覆土は黒褐色

土 (10YR3/2)。 径 2～ 5 mmの炭化物を含む。

遺構42(第 5図、図版 7-2)

H ttE15e 3に位置する。全容は明らかでないが、600cm前後の円形の住居址になるものと考えられる。覆土

は黒褐色土 (7.5YR3/1)。 径 2～ 5 mmの炭化物を多量に含む。

遺構43(第 5図、図版 7-3、 8-1)
H ttE14e 2に位置する。E13e5で も同時期の遺物が出上していることから、700cm以上ある、大きな住居址

になると思われる。覆土は黒色土 (10YR2/1)。 径 2～ 5 mmの炭化物を多量に含む。
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本址の時期は、出土遺物か ら藤内H式期になると考えられる。

遺構44(第 5図 )

Ⅲ区D3elに位置する。検出当初、他のグリッドで検出された遺構 と、覆上の状態がかなり異なっていた

ため、時期が異なるものではないか とも考えられた。そこで、遺構の性格 を明らかにするため、検出範囲を

掘 り下げた。その結果、壁高25cmほ どの住居址 と確認され、柱穴 も検出された。覆土内からは遺物の出上が

ほとんどなく、時期については不明のままである。覆土は黒色土 (10YR2/1)。 径 1～ 2 mmの炭化物を分量に

含む他、部分的に焼土も混じる。

遺構45(第 5図、図版 8-2)

Ⅲ区C3e4に位置する。径30cmほ どの円形を呈する。覆土は暗褐色土 (10YR3/3)。 径 1～ 2 mmの炭化物を

少量含む。

遺構46(第 5図、図版 8-2)

Ⅲ区C3e4に 位置する。82× 60cmの 楕円形を呈する。覆土は暗褐色土 (10YR3/3)。 径 1～ 2 nmの炭化物を

少量含む。

遺構47(第 5図、図版 8-3)

Ⅲ区C2e5に位置する。全容は明らかでないが、径40cmほ どの楕円形になるものと思われる。覆土は暗褐

色土 (10YR3/3)。 径 1～ 2 mmの炭化物を少量含む。

遺構48(第 5図、図版8-3)

Ⅲ区C2e5に位置する。径20cmほ どの円形を呈する。覆土は黒褐色土(10YR3/2)。 径 1～ 2 mmの炭化物を

少量含む。

遺構49(第 5図、図版 8-3)

Ⅲ区C2e5に位置する。70× 50cmの 不整長方形を呈する。覆土は暗褐色土 (10YR3/3)。 径 1～ 2 mmの炭化

物を少量含む。

遺構50(第 5図、図版 8-3)

mttC 2e5に位置する。35× 27cmの 楕円形を呈する。覆土は暗褐色土 (10YR3/3)。 径 1～ 2 mmの炭化物を

少量含む他、10mm以上の大きなロームブロックを少量含む。

遺構51(第 5図、図版 8-3)

Ⅲ区C2e5に位置する。全容は明らかでないが、径50cmほ どの円形ないし楕円形になるものと思われる。

覆土は暗褐色土 (10YR3/3)。 径 l mm以下の炭化物を少量含む他、10mm以 上の大きなロームブロックを含む。

遺構52(第 5図、図版 8-3)

Ⅲ区C2e5に位置する。65× 50cmの 隅丸長方形を呈する。覆土は暗褐色土 (10YR3/3)。 径 l mm以下の炭化

物を少量含む。

遺構53(第 5図、図版 8-3)

Ⅲ区C2e5に位置する。25× 18cmの楕円形を呈する。覆土は暗褐色土 (10YR3/3)。 径 l mm以下の炭化物を

少量含む。

遺構54(第 6図、図版 9-1。 3)

Ⅲ区C2e3に位置する。検出された壁面からは、円形になるとも、方形になるとも判断できない。北側の

C2elも この住居の範囲に入ると思われるが、さらに北側のCle4で検 出された住居l■ (遺構55)と 重複 し

ていると考えられ、規模は明らかにできない。覆土は黒褐色土 (10YR2/2)。 径 2～ 5 mmの炭化物を多量に含
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む。

遺構55(第 5図、図版10-1)

Ⅲ区Cle4に 位置する。ほぼ円形の住居址になると思われるが、規模は明らかにできない。覆上は黒色土

(10YR2/1)。 径5～ 10mmの炭化物を多量に含む。

遺物は、遺構54・ 55の どちらに属すか不明であるが、曽利Ⅲ～Ⅳ式の土器が出上している。

遺構56(第 5図、図版10-1)

Ⅲ区Cle4に位置する。規模は明らかにできないが、隅丸方形ないし、隅九長方形を呈する土坑になると

思われる。覆土は黒褐色土 (7.5YR3/1)。 径 1～ 2 mmの炭化物を少量含む他、10mm以 上の大きなロームブロ

ックを多量に含む。

遺構57(第 6図、図版10-2)

Ⅲ区B3elに 位置する。全容は明らかでないが、径25cmほ どの円形ないし楕円形になるものと思われる。

覆上は黒褐色土 (10YR3/2)。 径 1～ 2 mmの炭化物を少量含む他、径 2～ 5 mmの ローム粒子を多量に含む。

遺構58(第 6図、図版10-2)

Ⅲ区B3elに 位置する。いくつかが重複 しており、全容は明らかでないが、径40cmほ どの円形ないし楕円

形を呈するものと思われる。覆土は黒褐色土 (10YR3/2)。 径 1～ 2 mmの炭化物を少量含む他、径 2～ 5 mmの

ローム粒子を多量に含む。遺構59'60も 覆土は同じで、新旧関係は明らかでない。

遺構59(第 6図、図版10-2)

Ⅲ区B3elに 位置する。いくつかが重複 しており、全容は明らかでないが、短径35cmほ どの楕円形を呈す

るものと思われる。

遺構60(第 6図、図版10-2)

Ⅲ区B3elに 位置する。いくつかが重複 しており、全容は明らかでないが、55× 35伽ほどの楕円形を呈す

るものと思われる。

遺構61(第 6図、図版10-2)

Ⅲ区B3elに 位置する。いくつかが重複しており、全容は明らかでないが、短径50cmほ どの楕円形を呈す

るものと思われる。覆土は暗褐色土 (10YR3/3)。 径 1～ 2 mmの炭化物を少量含む。遺構62と の重複は、覆土

の観察から遺構62の方が新しいと考えられる。

遺構62(第 6図、図版10-2)

Ⅲ区B3elに位置する。いくつかが重複してお り、全容は明らかでないが、60× 52cmほ どの楕円形を呈す

るものと思われる。覆土は黒褐色土 (10YR3/2)。 径 2～ 5 mmの炭化物を含む。遺構63と は覆土が同じで、新

旧関係は明らかでない。

遺構63(第 6図、図版10-2)

ШttB 3elに 位置する。いくつかが重複 しており、全容は明らかでないが、短径32cmほ どの楕円形を呈す

るものと思われる。

遺構64(第 6図、図版10-2)

Ⅲ区B3elに 位置する。規模は明らかにできないが、50cmほ どの円形ないし楕円形を呈する土坑になると

思われる。覆土は暗褐色土 (10YR3/3)。 径 1～ 2 mmの炭化物を少量含む。

遺構65(第 6図、図版10-2)

Ⅲ区B3elに 位置する。径25cmほ どの円形を呈する。覆土は黒褐色土 (10YR3/2)。 径 2～ 5 mmの炭化物を
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含む。

遺構66(第 6図、図版10-2)

Ⅲ区B3el径 25× 22cmほ どの楕円形を呈する。覆土は黒褐色土 (10YR3/2)。 径 l mm以下の炭化物 を少量含

む。

遺構67(第 6図、図版10-3)

Ⅲ区B2elに位置する。全容は明らかでないが、不整形のため、重複 している可能性 もある。覆土は黒褐

色土 (10YR3/2)。 径 1～ 2 mmの炭化物を少量含む。

遺構68(第 6図、図版10-3)

Ⅲ区B2elに位置する。一部が検出されているだけで、全容は明らかでない。覆土は黒褐色土 (10YR3/

2)。 径 1～ 2 mmの炭化物を少量含む。

遺構69(第 6図、図版10-3)

Ⅲ区B2elに位置する。径40× 32cmほ どの楕円形を呈する。覆土は黒褐色土 (10YR3/2)。 径 2～ 5 mmの 炭

化物を少量含む。

遺構70(第 6図、図版10-3)

IIIttB 2 e lに 位置する。径35cmほ どの不整円形を呈する。覆土は黒褐色土 (10YR3/2)。 径 2～ 5 mmの炭化

物を含む。

遺構71(第 6図、図版10-3)

Ⅲ区B2elに位置する。長径は不明であるが、短径40cmの かなり細長い隅九長方形を呈するのではないか

と考えられる。覆土は黒褐色土 (10YR3/2)。 径 2～ 5 mmの炭化物を含む。

遺構72(第 6図、図版10-3)

Ⅲ区B2elに位置する。径40cmほ どの不整円形を呈する。覆土は黒褐色土 (7.5YR3/1)。 径 2～ 5 mmの 炭

化物を含む。

遺構73(第 6図、図版11-1)

Ⅲ区Aグ リッドに位置する。全容は明らかでないが、短径45cmほ どの長円形を呈するものと思われる。覆土

は黒褐色土 (10YR3/2)。 径 l mm以下の炭化物を少量含む。

遺構74(第 6図、図版■-1)

Ⅲ区Aグ リッドに位置する。一部が検出されているだけで、全容は明らかでないが、径30cmほ どの円形ない

しは椿円形になるものと思われる。覆土は黒褐色土 (10YR3/2)。 径 l mm以下の炭化物を少量含む。

遺構75(第 6図、図版11-1)

Ⅲ区Aグ リッドに位置する。平面形態は明らかでなく、規模 も不明である。規模の大きな土坑になると考え

られる。覆土は黒褐色土 (10YR3/2)。 径 2～ 5 mmの炭化物を少量含む。

遺構76(第 6図、図版11-1)

Ⅲ区Aグ リッドに位置する。全容は明らかでないが、径27cmほ どの円形ないし楕円形になるものと思われ

る。覆土は黒褐色土 (10YR3/2)。 径 1～ 2 mmの炭化物を少量含む。   子

遺構77(第 6図、図版11-1)

Ⅲ区Aグ リッドに位置する。遺構78と 重複 しているため、全容は明らかでないが、長径97cm、 短径60cmほ ど

の長円形になるのではないかと考えられる。覆土は黒褐色土 (10YR3/2)。 径 l mm以下の炭化物を少量含む。

遺構78と は同じ覆上で、新旧関係は明らかでない。
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遺構78(第 6図、図版11-1)

Ⅲ区Aグ リッドに位置する。遺構77と 重複 しているため、全容は明らかでないが、短径が35cmほ どの細長い

長円形になるのではないか と考えられる。

遺構79(第 6図 )

H ttEグ リッドに位置する。37× 25cmの長円形を呈する。覆土は黒褐色土 (7.5YR3/2)。 径 l mm以下の炭化

物を少量含む。

遺構80(第 6図 )

Ⅱ区Eグ リッドに位置する。規模は明らかでないが、隅丸方形ないしは隅丸長方形を呈するのではないかと

思われる。覆土は暗褐色土 (10YR3/3)。 径 l mm以下の炭化物を少量含む。

遺構81(第 6図 )

H ttEグ リッドに位置する。径25cmほ どの円形を呈する。覆土は暗褐色土 (10YR3/3)。 径 l mm以 下の炭化

物を少量含む。

遺構82(第 6図 )

Ⅱ区Eグ リッドに位置する。全容は明らかでないが、径40cmほ どの円形ないしは楕円形を呈するのではない

かと思われる。覆土は暗褐色土 (10YR3/3)。 径 l mm以下の炭化物を少量含む。

遺構83(図版11-2)

Ⅲ区Flelで検出された。南西隅の壁際で検出されてお り、全容は明らかでない。未実測。

遺構84(図版■-2)

Ⅲ区Flelに ある。中央より北西寄 りで検出された。未実測。

第 2節 遺 物

HttE le4、 Ele3では復元により器形を窺い知ることのできる曽利 正式期の上器が出上している (図版

12-1・ 2)。 また、C2elでは曽利H式期の上器がいくつか復元されている (図版13-4・ 5)。

出土遺物については、別に一覧表をあげた。住居址などの遺構の検出されたグリッドに遺物の出土が多い

のは当然であるが、H ttB14e l、 B15e l、 C14e2・ 4、 C15e lと いった遺構の検出されなかったグリッドか

らも多量の上器片を中心とした遺物が出上しているのが理解される。これらのグリッドが位置するのは、今

回調査 した範囲の北西である。掘 り下げた結果、昨年度の調査でも推測した通 り、浅い谷となっていたとこ

ろである。平成 3年から5年にかけて、 1列ずつ調査を進めてきた結果でも、中央が北向きに傾斜 している

ことが確認されており、この谷の存在が集落の形成において、環状を呈する集落であったのか、あるいは馬

蹄形の集落であったのか、左右 しているのではないかと思われる。

今年度の調査では、Ⅲ区Ele2か ら土偶 1点が出土した (図版 6-1・ 2,14)。 遺溝の検出範囲と遺物の

出土状態からは、この上偶がなんらかの遺構に伴 うと言った状況は見いだせなかった。この上イ島には、芯材

を入れたと考えられる孔があるが、この孔からはその芯に用いた材が炭化して遺存していたため、放射性炭

素年代測定を行っている。附編を設けてあるので詳述 しないが、年代測定はBeta Analytic社の日本総代理店

である船地球科学研究所に委託 し、加速器質量分析法を用いて行った。測定の結果からは4,320± 50年 BP

(GEO-1449)の数字を得ており、各地で行われている年代測定や土器の編年に基づ く年代 と整合 した結果

となっている。

―-16-―



尖石遺跡の水場を検出し、さらに当時の古環境の復元を試みるために調査された谷部からは、土器片が28

点と、黒曜石片が40点 出土しただけで、これに伴 うと考えられる遺構は検出されなかった。遺物の出上には、

集中する層序が認められたため、これについても年代測定などの自然科学的調査を行った。詳細については

附編を設けている。

第Ⅳ章 ま と

平成 5年度の調査で、尖石遺跡の台地北側で十数軒の住居l■が検出されたことにより、下記のような考察

を行った。

『平成 3年度 と5年度に行った調査の結果、尖石遺跡の北側には中期初頭から後半に至る、かなりの規模の

集落のあったことが確認された。その規模は台地南側には及ばないものの、各時期にわたって営まれたもの

であり、台地南側の集落の拡大、あるいは住居の移築などではなく、ある程度の継続性をもったものであ り、

台地南側や中央部 と一体 となったものと考えられる。

検出された遺構の中には、住居址 3・ 5・ 14・ 15の ように平坦面の北側斜面に近いところでも検出された

ものもあった。おそらく、本遺跡と与助尾根遺跡との間の谷は現在よりもかなり浅 く、斜面も緩やかであっ

たのではないかと考えられる。

尖石遺跡と与助尾根遺跡の間は、湧水によって形成された浅い湿地状の谷によって画されているが、かつ

て考古館建設に際して行われた与助尾根南遺跡の調査でも、その谷に流れ込む湧水が検出されている。本遺

跡と与助尾根南遺跡はこの湧水のため浸食されできた浅い谷により画されている。この谷の始まりは今述べ

たように尖石の北側斜面にあり、本遺跡の東側では与助尾根南遺跡と一体 となっている。

尖石遺跡も近年の数次にわたる試掘調査で全体が平坦 となっているのではなく、水が流れたかどうかは別

として、浅い谷が 2本ほど入っていることが確認されている。 もっとも、尖石遺跡内に存在する谷は、いず

れも小さなもので、しかもその始まりが遺跡内になるものである。現地形を見ても多少の起伏が認められる

程度である。

この様な小さな谷が遺跡の立地にどの様な影響を与えたかは、今後広場地区と考えられている地点の調査

を待たねばならないが、その調査結果によっては尖石遺跡も大きく3ケ所に別れる可能性も出てきている。

となれば、本遺跡と与助尾根南遺跡・与助尾根遺跡も含め、 5つの東西に長い集落が、存在 していたことに

なる。』

平成 7年度の調査では、住居址 9軒 を含む、遺構84基が検出された。その分布は、遺跡の中央を東西に走

る市道 1級26号線の南側を、北東から南西にかけて弧を描 くように分布するものであった。宮坂英式氏の長

年にわたる調査結果や、近年の試掘調査で確認されている住居址の分布 と考え合わせると、尖石遺跡の集落

分布は、尾根に沿った細長い集落と言うよりは、宮坂英式氏が推測したような、環状集落に近い形状を示す

か、馬蹄形を呈するものと考えられる。

しかし、平成 3・ 5年に検出した台地北側の住居址の性格については、依然不明のままである。

出土遺物については、別に一覧表をあげた。住居址などの遺構の検出されたグリッドに遺物の出上が多い

のは当然であるが、Ⅱ区B14e l、 B15e l、 C14e2・ 4、 C15e lと いった遺構の検出されなかったグリッドか

らも多量の上器片を中心とした遺物が出上しているのが理解される。これらのグリッドが位置するのは、今
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回1調査した範囲の北西である。掘り下げた結果、昨年度の調査でも推測した通り、浅い容となぅていたとこ―

うである。平成3年から・0年にかけて、 1列ずつ調査を進めてきた結果でも、中央が北向―きに傾斜している

ことが確認さ―れており、この谷の存在が集落の形成において、環状を二する集落であったのか、あるいは馬

路形の集落であったのか、左右している|の
|ではないかと思われ―る。

今年度は、通常の遺繕検出作業の他、尖右遺跡と与玩尾根遺跡との商の容となってぃる箇所の調査を併せ

て行った。これ,ま縄来時代の水場遺構の検出とt花粉分析冬から―古環境を推定し、今後の植裁計画に活かす

ことにより、縄文の森の複元を目指すも|のである。本場遺経の検出については、かなり谷が深くなっている

箇所を行ったためか、残念ながら検出できなかつた。

また.、 上壌調査も台地上、南側斜面、谷部等で行ったとこれらについては、附編で詳述している。

特別勘 内の調査は平成14年までを予定している。来年度は今年度調査した地区の西側を調査し、尖石遺

跡の集語が罵蹄形|を 星するのか、あるいは環球を呈するのかを確認していく予定である。また、あわせて、

自.然科学的調査も継続して―いく予定であな。
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第 1表 尖石遺跡出土遺物一覧表

区 グリッド 遺構Nα 土器 片
製
斧

打

石

製
斧

磨

石
横刃形

石 器
石  匙 凹  石 石 錐 争U 片

黒曜石

石 鏃

スクレ

イパー
黒曜石
手」 片

黒曜石
石 核

チャー

ト石鏃
チャー

ト石匙

チャー
トエJ片

I B14el 1 1 1

B15el 3 1 l

Blel 1 3

B2el 67～ 72 17 1

B3el 57～ 66

C13e5 l 1

C14e2 1

C14e4 2 1

C15el 4

C15e3 l

C15e5
Cle2
le4 55・ 56 2 1

2el 54・ 55 1 2

C2e3 170 3 ユ l 1

C2e5 47-58 8 1

C3e2 9

C3e4 45・ 46 1 7

D14el
D15el 1 1

Dlel 4

D2el 1

D3el
ロ E13e5 l 1 7 1

E14e2 5 l

E14e4
E15el 4 1 1

E15e3 1 ユ 5 1

E15e5 40～ 41 1 2

Ele2
Ele3 37‐-38 l l 1

Ele4 36～ 37 1 2 l 8 1 1

Ele5 35～ 36 1

E2el l 2 7

E2e3 25-34 1

E2e5 23・ 24

E3e2 18-22 l 8

E3e4 14～ 17 l 1

F14el 2

F15eュ 2

Flel 5

F2el 10～ 1 17 1

F3el 8～ 9

G13e5 1

G14e2 7 5

G14e4 5・ 6 1 8

G15el 5

G15e3
G15e5 2

Gle2 2

Gle4 l

G2el l 8

G2e3 4

2e5 4 1

H14el 2・ 3 1 3

H15el 7

Hleユ l 1

A 73-78 1 1

B 167 l 1

C 2 1

D 3 2

E 79～ 82 5 5

F
G
H
I

Tl 6 7 7

T2

採

合 計 6411 5 4 4 13 1 3 l
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附編 自然科学的調査

は じめに

中部高地では人の活動の足跡が旧石器時代に印されてから現代まで、時代変化のなかで様々な文化が展開

してきた。自然の中の生活では、自然が地理的・地形的・季節的に多様であるので、人々は、その対象、利

用域、利用方法や利用季節を巧みに選び組み合わせて利用してきた。人々の生活は気候変動や動植物環境の

変化から大きな影響を受けるので、人々はその自然環境の変化に対応して、生活様式を変え、道具を工夫し、

住み場所を変えてきた。

中部高地には考古遺物や生活遺構が豊富にあり、従来発掘によってその研究が精力的に積み重ねられてき

た。しかし、遺構の分布が台地上であることがほとんどであるため自然遺物が残 りにくく、自然環境に関す

る情報が不足していた。古代の人々の自然の中での具体的な生活を復元するには、自然環境や自然遺物の情

報が必要である。自然環境を地域毎に具体的に明らかにし、それにもとづいて人々の生活を考察するとき、

人々の自然の中での生活が見えてくるだろう。

尖石の史跡地には縄文時代の遺跡があり、付近には平安時代の遺跡があり、耕地と山林 と道路と宅地がそ

れをとりまいている。今回の尖石遺跡と与助尾根遺跡の間に位置する浅い谷部の堆積物の自然科学的調査の

ねらいは、中部高地の段丘平坦地や谷部の古環境を明らかにして、そのような人々の生活の変化の背景にあ

った自然環境とその変化を推定することである。今回は年代測定、植物微化石分析、大型植物遺体分析、土

壌調査の大きく分けて 4つの調査を行った。今回の谷部の調査では、深さ約 2mの トレンチ (lT)と 深さ約

lmの トレンチ (2T)を 掘 り、試料採集を行い、下記分析を行った (第 7図 ,図版15-1, 2)。

また、谷部の堆積物中には種子や昆虫も含まれることが確認されてお り、今回は種子や昆虫調査用の試料

採集 (図版15-3～ 5)と その一部資料整理 も行った。本報告では、これら試料採集地点と採集模式図を示

すに留める (第 7、 8図 )。

1.放射性炭素年代測定

2.植物微化石分析

2-1 花粉分析

2-2 珪藻分析

2-3 植物珪酸体分析

3.大型植物遺体分析

3-1 材同定

4.土壊調査

(第 2節 )

(第 3節 )

(第 4節 )

(第 5節 )

(第 6節 )

(第 7節 )

さらに、遺跡中央部の試掘調査で出上した住居l■の覆上に含まれる炭化材の放射線炭素年代測定や、住居

址の覆上の植物珪酸体分析を行った。また、尖石遺跡全域の上壌調査 も行った (図版15-6)。

これら結果は、中部地方の縄文時代以降のフロラや植物群落の復元のみならず、環境考古学的研究に大い

に役立つことが期待される。

なお、放射性炭素年代測定はい地球科学研究所に、植物珪酸体分析 と材同定は仰パ リノサーベイ社にそれ
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ぞれ一部を委託 して行った。また、花粉分析は信州大学農学部講師中堀

謙二先生に、珪藻分析は茅野市文化財審議委員会委員浜篤先生に、さら

に、土壌調査は長野県林業大学校講師大木正夫先生にそれぞれ玉稿 を賜

った。

調査地 の概要

調査地点の尖石遺跡は北緯36度 0分30秒、東経138度 14分15み 、標高

1,060mに ある。北八ヶ岳連峰 (標高2,200-2,600m)西 部には山麓斜面

が展開するが、その中腹部から末端部にあたる標高9001,250mの段丘面

のほぼ中央に尖石遺跡は位置している。尖石遺跡のある南大塩面は北沢

等 (北沢ほか、1975)に よると、中期ロームの上に、八ヶ岳溶岩丘形成

中期の旺盛な火山活動を示す菅沢火砕流が重なり、その上に大塩火砕流、

そして最上部を新期ロームが覆っている。菅沢火砕流中にはさまれてい

25cm     25cm

第 8図 種子・昆虫試料採集模式図

る泥炭層の年代は29,100± 4::I114cYBo P。 である。この南大塩面には柳川の支流によって東西性の谷が刻 ま

れ、その一つの谷頭に尖石の史跡は位置 し、尖石遺跡 と与助尾根遺跡 との間に浅い谷を形成 している。この

谷部は最近 まで水日として利用されてきた。その緩傾斜の谷地形はかつてその低地部に湿地が存在 したこと

を推測させ る。

なお、今回試料を採取 したのは、史跡指定地の北西端に位置する水田跡である。試料採取地点から約100m

上流の谷部にはハンノキ林が谷の上部に向かって成立している (第 7図 )。

引用文献

飯田祥子.1973.八 ヶ岳西麓における更新統上部の花粉分析.第四紀研究,12(1):1-7.

北沢和男・薩摩林忠美・小林賢―.1975。 第四紀層「諏訪の自然誌 地質編」.諏訪教育会.

―-22-―



第 1節 地質 と層序

谷部の全体の層序は大変複雑で、安定した堆積物の供給の上に成立したものではなかった。そこで地質・

層序の検討は、タイプの異なる層序の代表的な場所である種子・昆虫試料を採集した後の土層断面 5ヶ 所を

中心に行った(第 9図 )。 今回試掘した最も下層には褐灰色から黒褐色の火山性堆積物の基層がいずれの地点

でも認められたほかは、ほとんどクレイローム上を中心にした腐植に富む堆積物であった。また、lTに は大

量の客上が認められ、近代の土地改良が確認された。lTでは、客上の認められた層より下層を調査対象とし

た。2T3に は、泥炭層が認められる。なお、土壌調査も同地点でイ子い、その結果は附編第 7節で触れ、標準

的な断面図もそちらへ記す。ここでは、各地点の上層断面柱状図を、土壌調査ハンドブック (ペ トロジス ト

懇談会編,1984)を参考に示した。

ITI地点

I層  クレイローム土 (CL)で、腐植を多く含む。礫は 1%程度。かつて田として利用していた際の作土

と考えられる。

H層 砂土 (S)で、腐植を含む。礫は頗る富む。下部に材片を多く含む。

Ⅲ層 礫層。

IT2地点

Ia層  クレイローム上で、腐植を多く含む。礫はわずかに含む。かつて田として利用していた際の作土と

考えられる。

Ib層 サンディローム土 (SL)で腐植が頗る富む。礫は富む。管状の結核を含む。

H層 砂土で、腐植に富む。

Ⅲ層 礫層。

2TI地点

Ia層  クレイローム土。砂土を斑点状に含む。田として利用していた際の作土と考えられる。

Ib層  クレイローム上。礫を含む。また、第 la層 と同じように砂上を斑点状に含む。

H層 頗る腐植に富むローム上。礫はわずかに含む。

Ш層 ローム土 (L)。 礫はほとんど含まない。下部に材片を多量に含んでいる。

Ⅳ層 礫層。縄文時代中期の遺物を多く含む。

2T2地点

Ia層  クレイローム土。礫はほとんど含まない。日として利用していた際の作土と考えられる。

Ib層  クレイローム土。礫を含む。

H層 ローム土。礫はほとんど含まない。

Ⅲ層 砂土。腐植を含む。

Ⅳ層 サンディローム土。

V層 礫層。
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腐植頗る富む

腐植富む

腐植含む
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2T3地点

Ia層  クレイローム土。礫を含む。田として利用していた際の作土と考えられる。

Ib層  クレイローム土。礫を含む。砂土を斑点状に含む。

Ha層  ローム土。腐植は頗る富む。

Hb層 泥炭。

IIc層  ローム土。腐植は頗る富む。

Ⅲ層 砂土。

Ⅳ層 礫層。
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第 2節 尖石遺跡の放射性炭素年代測定

は じめ に

尖石遺跡と与助尾根遺跡の間に位置する浅い谷部において、試掘を行い、試掘の結果有機性堆積物が確認

され、β―線法による放射性炭素年代測定に十分な戊素の含有が期待された。

さらに、今回の遺跡中央部の試掘調査では炭化材が採集された。また、試掘調査中出上した上偶の体内よ

り炭化 した芯材が採集された。これらの炭化材は微量であったが、加速器質量分析法 (AMS)に よる放射性

炭素年代測定可能な炭素の含有が期待された。この節では、以上の放射性炭素年代測定の分析結果について

報じる。

試料の採集

尖石遺跡と与助尾根遺跡の間に位置する浅い谷部において、 lTl、 lT2、 2Tl、 2T2、 2T3の 5

地点から、有機性堆積物を中心に14試料を採集した (図版16-1)。 試料の採集にあたっては、層位の違いに

注目し、各層から1試料以上採集するよう注意した。なお、資料の命名にあたっては、地点名 と略号 (C14)

および標高 (m)で表した。例えば 2Tlの地点の標高1,053.40mか ら採集されたものは2Tl‐ C14‐ 1053.40

と表示 した。また、今回年代測定した大型植物遺体 (2T‐ Pl‐4)は、 2Tl地ッミす ぐ脇の有機性堆積物の最下

層と礫層の間から出土した材である。lT2‐ C14‐ 1052.12は種子・昆虫調査用の試料の20層 目から検出された

小さな木片で、 lT2地点の有機性堆積物の最下層付近から採集されたものである (第 10図 )。

また、遺跡中央部で採集された炭化材は、Ⅱ区G14e4Nα 53、 Ⅲ区G2e3Nα96の 2点で、住居址の覆土に包

含されていたものを中井 (1993)に従い、金属製ピンセットで採集したものである (第 11図 )。

土偶の芯材は、87Ⅲ 区E le2Nα lと 命名された上偶の体内から金属製のピン地ットで取 り出したもので、

5 mm× 10mm位 の薄片を数枚得た (図版16-2)。

なお、試料採集には名古屋大学名誉教授中井信之先生のご指導を賜った。

方 法

有機性堆積物から得た14試料は、β―線法により年代測定を行った。年代測定においては、酸で洗浄した

後、長時間測定を行った。2T‐ Pl‐4の材は、酸一アルカリー酸洗浄のち、β―線法にて年代測定を行った。ま

た、lT2‐ C14‐ 1052.12の小さな木片は、酸―アルカリー酸洗浄のち、加速器質量分析法 (AMS)に て年代

測定をイ子った。

H ttG14e 4 Nα 53、 Ⅲ区G2e3Nα 96及 びIIIttE l e 2 Nα l(土偶の芯材)については、酸―アルカリー酸洗浄

のち、加速器質量分析法 (AMS)に て年代測定を行った。

なお、年代測定はBeta Analydc社 (USA、 フロリダ)の 日本総代理店である仰地球科学研究所に一部を委

託 して行った。

結 果

結果を第2表に示す。この表の14c年代測定値は、試料の14c/12c比から、単純に現在 (1950年 AD)か ら、

何年前か (BP)を計算した値である。半減期として5568年を用いた。補正14c年代値は、試料の炭素安定同位

体比 (13c/12c)を 測定して試料の炭素同位体分別知り、14c/12cの 測定値に補正値を加えた上で、算出した年

―-26-―
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代である。δ13c測定値は試料浪1定の14c/12c比 を補正するための13c/12c比である。この安定同位体比は、下式

のように標準物質 (PDB)の同位体比から千分偏差 (‰)で表現する。

ドC的 =       ×Ю∞

ここで、13c/12c[標 準]=0.0112372で ある。さらに、暦年代は過去の宇宙線強度の変動に対する補正によ

り算出する。それには年代既知の樹木年輪の14cの 詳細な測定値 を使用 した (Stuiver et al.,1993,Vogel et

al.,1993,Talma and Vogel,1993)。 この補正は10,000年BPよ り古い試料には適用できない。暦年代の交点

とは、補正14c年代値 と暦年代補正曲線との交′くの暦年代値を意味する。 lσは、補正14c年代値の偏差 (十 /

1 SIGMA)の幅を補正曲線に投影した暦年代の幅を示す (第 12図 )。

したがって、複数の交′くが表記される場合や複数の lσ値が表記される場合 もある。

なお、誤差は、± lσである。

考 察

谷部の有機性堆積物は、おおよそ700± 50か ら2610± 50年 BPに堆積 したものであることがわかる。その多 く

は、700か ら1200年 BPであった。縄文中期の年代を示す有機性堆積物や泥炭は、認められなかった。700か ら

1200年 BPのあいだは比較的安定的に堆積したことが推定される。

縄文中期の遺物を多く含む層は、およそ300か ら1500年 BPと 広い年代を含む層であり、撹乱されている層で

あることが推定される。

さらに、遺跡中央菩るで採集された炭化材は、2試料 とも5100年BPか ら4050年BPの値を示し、中部地方の縄

文中期の年代 (キー リ・武藤、1984)に 非常に整合する。

今回出上した土偶の芯材の年代 も同様に中部地方の縄文中期の年代に整合 している。この結果の中で、土

偶の芯材の1℃の含有量が多いことが注目される①13cの含有量の多い植物にはC4植物が知られているが、そ

のなかには木本種は少ない。芯材の樹種については別に、あらためて検討したい。

引用文献

キー リC.T.・ 武藤康弘.1984.縄文時代の年代。「縄文時代の研究 1 縄文人とその環境」 1/J口 藤晋平・小林達雄・藤

本強編),246275.

中井信之。1993.放射性炭素年代測定法.「第四紀試料分析法 1 試料調査法」 (日 本第四紀学会編),5658.

Stuiver,h/1.Long,A,Kra,R.S.and Devine,JⅣ 笙。 1993. Ca�bration-1993, Radiocarbon 35(1)

Talma,A,S,and Vogel,」 .C. 1993. A Simplified Approach to Calibrating C14 Datas,Radiocarbon 35(2), :317-

322.

Vogel,JC.,Fuls,A,Visser,E and Becker,B 1993, Pretoria Calibration Curve for Short Lived Smples,Radiocar‐

bon 35(1), :73-86.
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第 3節 尖石遺跡の花粉分析

はじめに

尖石遺跡と与助尾根遺跡の間に位置する浅い谷部において、試掘を行った。試掘の結果有機性堆積物が確

認され、植物花粉を含む生物遺体の包含が期待された。この節では、花粉分析結果について報じる。

森林帯の推定

花粉分析による過去の植生の推定では、読在の森林帯を基礎として、気候変動とそれにともなう植生変動・

森林帯の昇降を考慮する必要がある。しかし、現たの植生は人為的攪乱が激しく、もとの森林帯が不鮮明に

なっている。そこで吉良は暖かさの指数を考案し、その指数による森林帯の区分を試みた。その森林帯区分

法によれば、暖かさの指数 015が高山帯、1545が常緑針葉樹林帯、4582が温帯落葉広葉樹林帯、寒さの指

数 10が照葉樹林帯の上限である (吉良、1971・ 1976)。 この方法で尖石遺弥付近について森林帯を推定した

ところ、標高2700m以上

が高山帯、27001700mが

常緑針葉樹林帯、1700-

800mが温帯落葉広葉樹

林帯、800270mが暖帯落

葉広葉樹林帯、標高270m

以下が照葉樹林帯となっ

た。したがって標高1060

mに ある尖石遺跡は温帯

落葉樹林帯の下部に位置

することになる。なお暖

かさの指数の算出にあた

っては、まず標高毎の月

平均気温を「任意地点の

月平均気温の推定法」(気

象庁統計課、1960)に よ

って計算し、それをもと

に、それぞれの暖かさの

指数を求めた。

試料の採集と方法

花粉分析に用いた試料

は、 2T2地 点で採集 し

た柱状試料である。試料

を採集 した地点の トレン

チの深 さは約 120clllで あ

メ司1/〃モ
/ケ

/7.
ス /手

r、ご /7
溢裳i速∫H

巡せ|(1

|

8m

第13図 花粉分析用試料採集位置図
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り、 トレンチの断面をヘラで削って新鮮面をだ し、地表から垂直方向に厚さ 2 cm間 隔で56個 の試料 を採集 し

た。今回報告するのはこのうち 5個の試料の分析結果である。なお、資料の命名にあたっては、地点名 と略

号 (P)お よび標高 (m)で表 した。例えば 2Tl地 点の標高1053.40mか ら採集 されたものは2Tl‐P■ 053.

40と 表示 した。また、層位 も付記 した。試料番号 とその層位は2T2‐P‐ 1053.89(1)、 2T2‐ P‐ 1053.85(3)、

2T2‐P‐1053.21(36)、 2T2‐ P‐1052.97(48)、 2T2‐P‐1052.85(54)である (第 13図 )。

なお48層付近の有機堆積物の放射性炭素年代 は2610yBP± 50(2T2‐ C14‐ 1052.91,GE0 1452)で あった

(第 2節参照 )。

試料のた理は、 l mmの ふるいによる大型ゴミの除去、10%水酸化ナ トリウム溶液処理、177ミ クロンのふる

いによる小型ゴミの除去、浮沈法による鉱物質除去、フッ化水素酸処理、アセ トリシス処理 (濃硫酸 と無水

酢酸の混酸処理 )、 144ミ クロンのふるいによる小型ゴミの除去の順に行 った。そしてグリセ リンゼ リーを封

入剤 とするプレパラー トを作成 し、花粉の検鏡 を行った。

花粉化石の同定は山地性木本風媒花粉の出現イ回数が250個 に達するまで、出説 した全種類の花粉について同

定計数 した。 しかし、同定出来なかったものは不明花粉 とした。花粉化石の産出状況を統計的に表示するた

めに、山地性木本風媒花粉総数 を基数 として、各花粉・胞子の出現率 を百分率で算出した。ここで山地性木

本風媒花粉 としたものは、ゴヨウマツ亜属、ニヨウマツ亜属、ツガ属、モ ミ属、 トウヒ属、カラマツ属、ス

ギ、ヒノキ科型、ヨウヤマキ、コナラ亜届、アカガシ亜属、ブナ、イヌブナ、ハ コヤナギ届、カバノキ属、

ハ シバ ミ属、クマシデ属、イヌシデ、オニグル ミ属、サワグル ミ属、ケヤキ届、エノキ属である (第 14図 )。

以上の花粉分類群中には、単一の属・科に同定できなかったものがある。 ヒノキ科型 としたものにはカヤ属

とヒノキ科 とイヌガヤ科の花粉が含 まれる。またケヤキ属にはエレ属が、エノキ属にはムクノキが含 まれる。

イヌシデはクマシデ属の種であるが、他種 と区別できるので、種 として同定 した。なお、木本風媒花粉でも

基数に加えなかったものがある。ハンノキ属は、湿地性植物の可能性が高いので、基数か らは除外 した。ま

た、フサザクラ、カツラ属は出現数が少ないため、木本虫媒花粉を集めた第15図 に表示 した。

花粉化石群集の記載

花粉化石群集の出現状況を第14図 (木本風媒花粉)、 第15図 (木本虫媒花粉 とハンノキ属 )、 第16図 (草本

花粉)、 第17図 (草本花粉とシダ胞子)に示す。

2T2‐ P‐1053.89(1)と 2T2‐P‐1053.85(3)は 水田上である。木本花粉ではニヨウマツ亜属が4050%と 最 も

多い出現率を示し、次いでヒノキ科型、スギが10%前後出ている。落葉広葉樹では、ハンノキ属が1020%と

広葉樹では最も夕い。次いでコナラ亜属が10%程度、カバノキ属、ハシバ ミ属、クマシデ属が 5%程度、サ

ワグル ミ属、ケヤキ属、エノキ属、オニグルミ属、ブナ、イヌブナ、イヌシデ、ハコヤナギ属、カツラ属、

フサザクラ属等が僅かながら出ている。以上の種類は風媒花粉であるが、虫媒花粉のものではクリ属が10%

弱と最多の出現率を示す。その他カエデ属、キハダ属、 ミズキ属、 トネリコ属、ブ ドウ届、フジ属、 トチノ

キ属、ヤナギ属が出説している。草本では、イネ科が出現率の算出の基数に用いた木本風媒花粉の総数より

多く、100140%を 示す。次いで、カヤツリグサ科が3040%、 ヨモギ属が10%の 出現率を示す。タケニグサ

属、ヒユ属、アカザ属も出ている。これらは風媒花粉であるが、虫媒花粉ではキク亜科、タンポポ亜科、オ

ミナエシ属、マツムシソウ属、キンポウゲ属、ワレモコウ属、ナデシヨ属、アブラナ科、ユ リ属、ネギ属、

セ リ科、ツユクサ属、オモダカ属、ソバ属が出現している。

2T2‐ P‐1053.21(36)で は、木本花粉では落葉広葉樹であるハンノキ属が50%と 最 も夕い。次いでコナラ亜

―-33-―



第 3表 尖石遺跡の花粉分
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一

属が40%程度、 クマシデ属が10%、 以下ハ コヤナギ属、ハシバ ミ属、ケヤキ属、サワグル ミ属、エノキ属、

アカガシ亜属、イヌシデ等が僅かながら出ている。針葉樹ではヒノキ科型が20%弱の出現率 を示 し、ニヨウ

マツ亜属、ツガ属、モ ミ属、 トウヒ属、カラマツ属、スギがつづ く。以上の種類は風媒花粉であるが、虫媒

花粉のものではクリ属が30%弱 と最分の出現率 を示す。その他 カエデ属、エゴノキ属、モチノキ属、ウルシ

属、 トチノキ属、ヤナギ届が出現 している。草本では、 ヨモギ属が47%と 最 も高い出現率 を示す。次いでカ

ヤツリグサ科が35%、 イネ科が27%と 高い。またオオバコ属 も出現 している。これらは風媒花粉であるが、

虫媒花粉ではキク亜科、タンポポ亜科、キンポウゲ属、バラ科、シソ科、ツリガネニンジン属、 ミクリ属、

ツリフネソウ届、セ リ属、アヤメ属、ネギ属、アカバナ属が出読 している。また不明花粉が45%に 達 し、単

条溝や三条溝のシダ胞子 も夕い。

2T2‐ P‐1052.97(48)では、木本花粉では針葉樹のヒノキ科型が70%と 高い出乳率 を示 し、スギ、ニ ヨウマ

ツ亜属、ツガ属、カラマツ属がつづ く。落葉広棄樹の出現率は低いが、 ヨナラ亜属、 クマシデ属、ブナ、イ

ヌブナ、シラカバ属、ハンノキ属、ケヤキ属、エノキ属が僅かながら出ている。以上の種類は風媒花粉であ

るが、虫媒花粉のものではクリ属、 リョウブ属が出現 している。草本では、風媒花粉ではヨモギ属、カヤツ

リグサ科、イネ科、オオバコ属、イラクサ科、ガマ属が、虫媒花粉ではキク亜科、タンポポ亜科、キンポウ

ゲ属、バラ科、アヤメ属が出現 している。

2T2‐P‐1053.85(54)では、木本花粉では落葉広葉樹であるコナラ亜属が36%と 高い出現率 を示 し、ハ ンノ

キ属が26%、 クマシデ属が10%、 以下ケヤキ属、サワグル ミ属、ハ ヨヤナギ属、アカガシ亜属、ブナ、ハ シ

バ ミ属、イヌシデ等が僅かながら出ている。針棄樹ではヒノキ科型が26%の出現率 を示 し、ニヨウマツ亜属、

ツガ属、モ ミ属、 トウヒ属、スギがつづ く。以上の種類は風媒花粉であ り、虫媒花粉のものではクリ属が40
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第14図 木本風媒花粉化石の層位的産出状況
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第15図 木本虫媒花粉化石の層位的産出状況
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第17図 草本花粉化石の層位的産出状況(21

-36-―



%と 最夕の出現率 を示す。その他カエデ属、ウヨギ属、エゴノキ属、スイカズラ属、 トチノキ属、ヤナギ属

が出現 している。草本では、 ヨモギ届が30%と 最 も高い出現率 を示す。次いでカヤツ リグサ科、イネ科の出

現率が高い、またカラマツソウ属、アカザ属 も出現 している。これらは風媒花粉であるが、虫媒花粉ではキ

ク亜科が13%の高い出乳率 を示 し、タンポポ亜科、オ ミナエシ属、キンポウゲ属、ナデシヨ属、バ ラ科、シ

ソ科、 リン ドウ属、アブラナ科、サナエタデ属、セ リ属、ギボウシ属が出現 している。また不明花粉が40%

を超え、単条溝や二条溝のシダ胞子も多い。

尖石遺跡の花粉群集の特徴

今回の分析結果は試料数が 5層 と少なかったが、花粉群集の種構成および層位的な産出状況から植生の変

化 を便宜的に時代区分するとA(54)、 B(48)、 C(36)、 D(1・ 3)の 4期に分けられる。

植生は微高地 と湿地に分かれ、 4期 とも両植生の構成要素が出現 している。 4期にわたって湿地が存在 し

たことは堆積物からも明らかだが、微高地 と湿地 とでは 4期 を通 して異なる植生が存在 した。

|)A期

微高地には、温帯の落葉広葉樹 と針葉樹 との混交林が成立 していた。また草のよく生育する疎開地があった。

落葉広葉樹はクリ属、 ヨナラ亜属、クマシデ属 を主体 としてケヤキ属、ハ コヤナギ属、ハシバ ミ属、イメ

シデ、カエデ晨、ウコギ属、エゴノキ属、スイカズラ属、ヤナギ属などがあった。この中で注 目されるのは

クリ属である。 クリ属の花粉は生産量の少ない虫媒であるが、出現率は40%と 高 く、花粉生産量の多い風媒

花粉のものを上回っているからである。 クリの本来の分布地はこのあた りではあるが、近郊の花粉分析 と比

較 してみても、今回の出現頻度は高い。霧ケ峰の標高1,320m地点にある小湿原の花粉分析結果では、第18図

に示すようにクリ属は10%に 満たず、風媒花粉のコナラ亜属が
｀
50%以上を占めている (中 堀、1995b)。 ク

リの高い出現率はいかにクリが豊富にあったかを物語 るものである。 クリが特に身い植生は、クリが用材 と

してまた実が食用 として貴重であり、その利用が多面的であることを考慮すると興味深い。

針葉樹ではヒノキ科型が26%と 高い出現率 を示 している。 ヒノキ科型 としたものは、カヤ属、ヒノキ科、

イヌガヤ科 を含むが、そのいずれであるかは特定できない。またニヨウマツ亜属、ツガ属、モ ミ届、 トウヒ

属、スギが低頻度ながら出現 している。これらはいづれ も風媒花粉で遠距離から飛来するものもあ り、花粉

の存在が直接尖石遺跡周辺でのその種の分布 を意味するわけではな く、分布の可能性は種類により異なって

いる。スギは多雨地帯に天然分布するものであり入ヶ岳山麓の寡雨地域での天然分布の可能性は少ない。そ

の花粉は通常遠距離に飛散する種類であり、花粉出親率からスギがその地に分布 していたと判断できるのは、

出況率が 5%を 超える場合であるとの指摘がある(Tsukada,M、 1981)。 これを直接判断材料に使 えるか どう

かは検討がいるが、花粉出況率が低いことと尖石遺跡が寡雨地域に位置 していることを考慮すると飛来の可

能性が高い。他のツガ属、モ ミ属、 トウヒ属、ニ ヨウマツ亜属は温帯性の種 を含んでお り、また現在の分布

か らみても尖石遺跡周辺に生育 していたとしてもおか しくはない。

アカガシ亜属の花粉は照葉樹林帯から飛来 したもの と判断される。その理由は、アカガシ亜属が暖帯の植

物であり、長野県では伊那谷 と木曽谷の南部に僅かに分布するに過 ぎないが、その花粉は南アルプス入笠山

の標高1,820mに 位置する大阿原湿原堆積物か らも検出され、遠距離から飛来することが確認されるか らであ

る (中 堀ほか、1995a)。 また暖かさの指数により計算上求められる照葉樹林 (ア カガシ亜属が代表届 )の上

限は270mであ り、縄文時代の最暖期に森林帯が400m上昇 したとしても670mに過 ぎず、諏訪地域には分布 し

えないこと、また花粉の出現頻度が極めて低いことから判断できる。
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草本では、ヨモギ属が30%と 最 も高い出現率を示す。キク亜科が13%の 高い出現率を示 し、タンポポ亜科、

オミナエシ属、キンポウゲ属、ナデシヨ属、バラ科、シソ科、 リンドウ属、アブラナ科、サナエタデ凰、セ

リ属、カラマツソウ属、ギボウシ属が出現している。また不明花粉が40%を 超えるが、これらはほとんどが

草本花粉である可能性が高い。この草本類の出現頻度の高さや、草原構成植物の出現は、近 くに草本群落が

広がっていたことを反映しているのだろう。またアカザ属 も出現しているが、これは一年生草本であり、土

壌力`匡常的に攪乱される環境に生育する植物である。 したがってその存在は、近 くに明るい疎開地があって、

頻繁に土壌が攪乱されていたことを示している。

湿地にはハンノキが生え、 トチノキも生育 していた可能性がある。その他、サナエタデ属、セ リ属、イネ

科、カヤツリグサ科のものも存在 していたであろう。

2)B期

微高地には温帯針葉樹が優占する植生が成立していた。特にヒノキ科型が70%と 高い出現率を示し他層と

は花粉組成が著しく異なっている。この異常に高い出親率を示す針葉樹優 占の植生が、A期以降の気候変動

にともなう植生変動によるものか、あるいは局地的な植生を反映するのか考える必要がある。

ヒノキ科型花粉がどの種に由来するのか、花粉形態からは判断できない。 F諏訪の自然誌 植物編』で現在

の分布を見るとイヌガや 。ハイイヌガヤ・ヒノキ・サワラの可能性がある。それとともにスギ、ニヨウマツ

亜属、ツガ属が出現しているが、これらは全て温帯針葉樹である。温帯針葉樹が全国的に勢力を拡大した時

期が後氷期にあった。それは縄文後期から晩期にかけてであった(中村、1967)。 B期の層準の放射性炭素年

代2610yBPは ちょうど縄文晩期の年代を示 しており、尖石遺跡で針葉樹が優 占する時代は、全国的な温帯針

葉樹拡大期 と一致する。温帯針葉樹の勢力拡大には降水量の増大が原因している。

霧ケ峰の湿原におけるこの時期の花粉分析結果では (第 18図 、第19図 )、 ヒノキ科型花粉やモミ属・ツガ属

の出現率はそれらを合計しても、落葉広葉樹のコナラ亜属に及ばない。霧ケ峰では広葉樹が針葉樹より優勢

であり、尖石遺跡において針葉樹 と広葉樹の勢力関係が逆転しているのは、植生史上興味深い。

縄文後期から縄文晩期にかけて、霧ケ峰の八島湿原や踊り場湿原の花粉分析結果では亜高山帯構成要素で

あるトウヒ属が拡大している (Hori、 1938・ 堀、1939)。 トウヒ属の拡大する前はヨナラ属が優 占する温帯落

葉広葉樹林であった。したがって亜高山帯の植生要素が拡大したことは、森林帯が下降したことを意味し、

その原因は気候の寒冷化にあった。森林帯の推定の項目で述べたように現在の亜高山帯 と温帯 との境界が

1700mに あるとすると、踊り場湿原 (標高1,530m)よ り下まで亜高山帯要素が下がったのであるから、森林

帯は現在よりも少なくとも200m以上低下していたことになる。

このように縄文後期から晩期には、寒冷・多雨な気候が卓越した。尖石遺跡と霧ケ峰の湿原群 とでは、標

高差が300m以上あり、また地形的には平坦地 と山地の違いがある。両地域で見られる針葉樹 と広葉樹の勢力

関係の違いは、このような気候条件 と地形条件のもとで生 じたと考えられる。

なおヒノキ科型花粉の可能性 としてカヤは検討していなかったので、ここでその考察を行いたい。カヤは

温暖な気候下の植物であり、現在は諏訪湖 (標高760m)の 周囲の平坦地域にのみ分布 している。したがつて

B期の寒冷気候下では, より標高の高い尖石遺跡周辺への分布は考えられない。

落葉広葉樹は低出現率ながら、コナラ亜属、クマシデ属、ブナ、イヌブナ、カバノキ属、ハンノキ属、ケ

ヤキ属、エノキ属が生育していた。しかし、A期に分出していたクリの出凱率が皆無に近い。このことは、

クリが衰退して無 くなったような印象を与えるが、実際はそうではなかろう。というのは、尖石遺跡はこの
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第18図 霧ヶ峰 E湿原の木本風媒花紛分布図

―は出現率が 1%以下であることをしめす

第19図 霧ヶ峰E湿原の車本花粉分布図

―は出現率が 1%以下であることをしめす

時期は依然 として温帯に位置 してお り、クリの分布域にあるからであ り、またクリ花粉が虫媒であるので花

粉生産量が少な く飛散範囲が狭 く、そのことが、花粉生産量が多く飛散範囲の広い風媒花粉に圧倒 されて、

花粉出現率が低 くなった可能
′
1/■が高いからである。ナラ類 とクリ類の勢力の衰退は、 ドングリや クリの実な

どの堅果類の結実量の減少を意味した。これら植物食料に依存する縄文人にとっては食料事情の厳 しい時代

であった。

3)C期

A期 と植生は基本的には同じである。微高地には、温帯の落葉広葉樹を主体 とし針葉樹を交える混交林が

成立していた。また草のよく生育する疎開地があった。湿地にはハンノキや トチノキやヤナギが湿地林を形

成していた。湿地にはイネ科、カヤツリグサ科、ネギ属、 ミクリ属、ツリフネソウ属、セリ属、アヤメ属、

アカバナ属が出現している。

湿地にはハンノキが生え、 トチノキやヤナギ類も生育していた。その他、サナエタデ属、セリ属、イネ科、

カヤツリグサ科のものも存在 していたであろう。

微高地の落葉広葉樹はクリ属、コナラ亜属、クマシデ属を主体 としてケヤキ属、エノキ属、ハコヤナギ属、

サワグルミ属、ハシバ ミ属、イヌシデ、カエデ属、エゴノキ属などがあった。針葉樹ではヒノキ、サワラ、

イヌガヤ、ニヨウマツ亜属、ツガ属、モミ属、 トウヒ届、スギが生育していた。草本では、ヨモギ属が46%
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と最 も高い出現率 を示す。キク亜科、タンポポ亜科、キンポウゲ属、バ ラ科、シソ科が出現 している。また

不明花粉が40%を 超えるが、これらはほとんどが草本花粉である可能性が高い。この草本類の出現頻度の高さ

や、草原構成植物の出現は、近 くに草本群落が広がっていたことを反映 しているのだろう。またオオバヨ属 も

出現しているが、これは踏跡群落に特有の植物であり、人の歩いていた道が付近にあったことを示している。

A期 と植生が違っているのは湿地部であり、ハンノキ属 とイネ科 とカヤツリグサ科等の湿地構成要素の出

現率が、A期の約 2倍の高率を示しており、ハンノキ林 とイネ科やカヤツリグサを主体 とする湿地植生がA
期に比べ拡大していたことが推測される。

この時期の気候はB期より暖か く、A期 と変わらなかったようだ。弥生後期以降の気候が温暖化に向かっ

てからの堆積物 と思われる。

4)D期

現代の水田土が分析試料であることを反映して、イネ科の出現率が群を抜いて高い。水田雑草であるオモ

ダカ属、畑作物であるソバ属の存在は栽培農耕時代に独特のものである。カヤツリグサ科や、セリ科、ツユ

クサ属、タケニグサ属、ヒユ属、アカザ属なども土手や耕地やその周辺の環境を反映していよう。草本では

他にキク亜科、タンポポ亜科、オミナエシ属、マツムシソウ属、キンポウゲ属、ワレモコウ属、ナデシヨ属、

アブラナ科、ユ リ属、ネギ属、ヨモギ属が出乳しており、これらも明るい環境を好む種類である。

樹木ではニヨウマツ亜属が4050%と 最 も多い出現率を示 し、これは他の時期に見られない特徴である。ア

カマツは裸地的な明るい光環境のもとで稚樹が成長できる種類であり、アカマツの出現率が高いのは、その

ような裸地的環境のもとで芽生え成長したアカマツ林が植生の中で大 きな位置を占めているからである。ま

た、スギ、カラマツは周囲の植林による人工林に由来したものである。ヒノキ科型花粉 も人工林のヒノキや

サワラ起源である可能性が高い。このような針葉樹類に対し、落葉広葉樹は相対的に少なく、ハンノキ属が

1020%と 広葉樹では最も多い。次いでヨナラ亜属が10%程度、カバノキ属、ハシバ ミ属、クマシデ属が 5%
程度の出現率を占めるに過ぎない。このような植林による針実樹類が多く、広葉樹類の少ない人工林の花粉

組成は、植林が進んだ戦後の植生を反映しているように思われる。

広葉樹では他に虫媒花粉のクリ属が10%ほ どの出現し、その他カエデ属、キハダ属、 ミズキ属、 トネリコ

属、ブ ドウ属、フジ属、 トチノキ属、ヤナギ属もある。虫媒花粉のものは、花粉生産量が少なく散布も狭い

範囲に限られることから、出況した種類は現地か同じ集水域に生育 していた可能性が高い。風媒花粉のサワ

グルミ属、ケヤキ属、エノキ属、オニグル ミ属、ブナ、イヌブナ、イヌシデ、ハヨヤナギ属、カツラ届、フ

サザクラ、アカガシ亜属等は現地生の種類もあれば、また遠地から飛来 したものもある。ブナ、アカガシ亜

属、サワグルミ属などは後者の例である。

まとめ

尖石遺跡谷部の堆積物の花粉分析を行い、遺跡周辺の植生の変遷を調査 した。その結果、花粉化石群集を

4期に区分 した。 4期 を通して谷部には、湿地環境が存在 し、微高地には森林環境と明るい草の多い疎開地

のような環境があった。

A期は微高地には温帯落葉広葉樹を主体 とし温帯針葉樹を交える森林 と、草の生えまた上壌の動きやすい

人里的な環境があった。谷部には湿地林があった。植生から縄文後期前半以前の堆積物 と判断する。

B期は微高地には温帯針葉樹が優占する植生が成立していた。気候は湿潤冷涼で森林帯は現在より200m以
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上低下 していた。縄文後期から晩期にかけての植生であろう。

C期の植生はA期のものと似ていた。違いは谷部で湿地林 と湿地植生の発達がよかったことである。弥生

後期から古墳時代、平安時代以降の温暖な気候条件下の植生である。

D期は現代の水田土であ り、植生は針葉樹人工林、水田・畑の要素が多い。植林の進んだ戦後の植生を反

映している。

引用文献
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堀 正一.1939。 信州踊り場湿原の花絡分析の研究.植物及動物, 8:2024

気象庁統計課.1960.任意地′くの月平均気温の推定法.気象庁技術報告,2:49
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毛利光政 。今井建樹。1981.諏訪地方植物目録・分布表「諏訪の自然誌 植物編」.諏訪教育会

中堀謙二・村田万里子・手島茂晴.1995a.長 野県上伊那郡入笠山大阿原湿原の花粉分析.第 43回 日本林学会中部支部

論文集,23-26.
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第 4節 尖石遺跡の珪藻類

は じめに

尖石遺跡と与助尾根遺跡の間に位置する浅い谷部において、試掘を行った。試掘の結果有機性堆積物が確

認され、珪藻類を含む生物遺体の包含が期待された。この節では、珪藻類の分析結果について報じる。

試料の採集

2Tl地点から、ローム質の有機性堆積物を中心に垂直方向に6試料を採集した (第20図 )。 試料の採集に

あたっては、層位の違いに注目し、各層から1試料以上採集するよう注意した。

なお、資料の命名にあたっては、地′ミ名と略号 (Dl)お よび標高 (m)でぁらわした。例えば2Tlの地′ミ

の標高1,053.68mか ら採集されたものは2Tl‐Di‐1053。 68と 表示した。なお、地表面からの深さも付記した。

評

方 法

試料 を蒸発皿にとり、

濃塩酸 と濃硫酸を加えて

約20分間煮沸し、有機物

を炭化 した後、硝酸カリ

ウムを加えて炭素 を酸化

した。冷却後遠心分離機

にて数回水洗いした。こ

れをカバーガラスにとり、

プルーラックスで封入し

てプレパラー トを作成 し

た。

このプ レパ ラー トを

10X100倍 で顕微鏡撮影

を行い、これを2000倍 に

拡大 して同定にあたった。

同定にあたっては、Hus―

tedt(1930)、 Patrick&

Reimer(1975)、 小林弘博

士 (東京藻類研究所)の

資料によった。

結 果

分析の結果、27属■8種

を検出した。試料別では

次の通 りである。

珪藻分析用試料採集地f>

寺照
＼  |

+/夕 |

♀  Ю
,夕

r

ヾ
＼
ぃ

/＼＼
予＼

…………… 1054.00m

■
■
同
Ｈ
Ｈ
■
円
＝
Ｈ
■
日
Ｈ
Ｈ
■
■
同
Ｈ
日
■
円
Ｈ
口
■
■

Ｏ

Ｅ
ｃｍ

コ

２０

４０

６０

８０

・００

2Tl― Di-1053.68

ズ¶五i::弘二
4、

:     :

2Tl― Di-1053.28-

2Tl

2Tl― Di-1053,02-→

Aグループ

Bグループ

兄造違
から

|

2m 試料採集位置図 (断面)  31m 土層断面図との対応

第20図 珪藻分析用試料採集位置図
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2Tl‐ Di‐1053.68(深さ23cm) 17属  41種

2Tl‐ Di■ 053.54(深さ37cln) 21  57

2Tl‐Di‐1053.44(深さ47cm) 16  33

2Tl‐Di‐ 1053。28(深 さ63cm) 19  40

2Tl‐ Di‐ 1053。 18(深さ73cm) 19  41

2TliDi‐ 1053.02(深さ89cm) 20  42

また、特 に種数 の多い属 は次の通 りである。

P五%ク励物 属    20種       川肋カクカ属   12種

Dttο婉属    9種     の効うじ肋属  7種

Gθ駒″οηι%α属  7種      N2t励 物属  7種

また、多産する種は次の 7種である。

4ε力%α%減益 力%ειο力″ (Breb。)Grun.

の幼うι肋 %αυんクチヵ夕η夕ιケS Auersw.

D力んηιλ θυα燃 (Hilse)Cl.

フ,イο万,toη ι
'γ

c傷力紀 (Grun。 )Ag.var.εθηsttθ″ (Ralfs)V.H.

ハ物υ力筋肋 ι聴挽ι%Sλ (Greg.)Ralfs var.%%″ %カカ Ostr.

R力ψαみ′歩α αι%物励αtt Krammer

R.夕ろうを物ル (Ehr。)0,Muell

出況 した全種 を試料男Uに 第 4表に、主な種の頭微鏡写真を図版23～ 27に 示 した。

考 察

第 4表か らも明らかなように、2Tl‐ Di‐1053.68(深さ23cm)と 2Tl‐ Di‐1053.02(深 さ89cm)の ように

浅い部分 と深い部分では種構成が大 きく異なる。2Tl‐Di‐ 1053.02(深 さ89cm)で は
'%%%物

物 属 とDttο賜

属が優 占していることが特徴的である。

各試料 をクラスター分析 した結果を樹状図 (第21図)で示 した。クラスター分析は各試料ごとに 2種以上

検出された属の種数を標準化 してワー ド法により分析 した。今回のクラスター分析には、田中俊典氏作のコ

ンピュータープログラムMulti Variate analizer ver l.0を 使用 した。これからは、地表から約60cmま での浅

い部分のAグループ と地表から60cmよ り深い部分のBグループの大 きく2つのグループに分かれることがわ

かる。また、2Tl‐Di‐ 1053.28(深さ63cm)と 2Tl‐ Di‐ 1053。 18(深さ73cm)の 試料の類似性が高 く同じ性

状の層から収集されたものと推定される。 これらの結果は土層観察の結果 とも非常によく一致する。

以下に、今回検出された代表的な珪藻類 を地表面から約60cmま での深い部分 と地表面から60cmよ り浅い部

分の 2つ のグループに分けてその特徴 を記載する。
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出現を確認 した種

比較的多く出現する種
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地表面から約60cmよ り深い部分 (Bグループ )

Eunotia属 とPinmularia属

酸性水域特有の種が高頻度で出現。八島ヶ原高層湿原 (長野県諏訪淋下諏訪町、諏訪市)や千軒 平 中

間湿原 (長野県茅野市)、 御射鹿池酸性湖 (長野県茅野市)な ど酸性水域からこの両属の多 くが同時に出

況 している。特に腐植酸性湖や泥炭層に多産する。

Frustulia rhomboides(Ehr。 )De.T。及しドFrustulia rhomboides varo saxonica(Rabh.)De.T.

最適pH 4～ 6で腐植酸性水域指標種 となっている。八島ヶ原高層湿原に多産する。

Neidium iridis var.ampriatum(Ehr.)CI.

一般的にこの属は酸性水域を好み、八島ヶ原高層湿原や北海道の湿原 (平野、1980)に も出親する。

Diploneis yatukacnsis Horikawa ct Okuno

酸性水域を好み、仙女ヶ池 (埼玉県)(安藤、1971)や青木湖 (長野県大町市)(平野、1978)な どの

酸性湖に出現の報告がある。

Navicula angusta Grun.
かま が いけ

最適pH 6～ 6.5で、八島ヶ原高層湿原の鎌 ヶ池に出現 している。

Rhopalodia gibberula(Ehr。 )0.�生ucⅢ

最適pH8.2で好アルカリ性である。2Tl‐ Di‐ 1053.18(深 さ73cm)と 2Tl‐ Di‐ 1053.02(深 さ89cm)で

優 占種 となっている。酸性が予想されるこの地点にこの種が優 占することは理解 しがたいことである。

しか しこの種は、八島ヶ原高層湿原や 白樺湖 (長野県茅野市)、 科の木湿原 (長野県諏訪市 )、 千軒平中

間湿原、北海道の湿原など酸性水域から広 くその分布が認められれていることから、酸性水域にも適応

し湿原特有の種 といえるのではなかろうか。今後の研究を待ちたい。

なお、4θ力%αη励盗 協ηθι競滋 (Breb.)Grun。 とCθισθ%ιλ 少物ι物妨力 Ehr.の両種 も好アルカ リツ性、好流水

性、貧腐水性の種であるが、地表面から約60cmよ り深い部分で優 占種 となってお り、環境条件 とこの種の生

態 とが一致 しない面が見 られる。 しかし、高山湖である亀甲池 (長野県茅野市)や 自樺湖にも高い頻度で出

乳 しているので、多様な環境条件に適応する種 と考えられる。それにしても、好酸性種が多産す る地点にこ

のような好アルカリの種が同時に出現するのは検討を要するところである。Cholnoky(1968)は 好酸性の種

が多産する地′ミにこのような好アルカリ性の種が同時に出現する場合、酸性水域に流入するアルカリ性の小

さな流れがあり、その流れで大量に繁殖 したものが混入していると述べている。参考 としたい。

地表面から約60cmま での浅い部分 (Aグループ)

Cymbella属・Fragilaria属 。Gomphonema属 ・Su�rella属

一般的にアルカリ性水域を好む種が多い。これらの種が浅い層から高い頻度で出現している。

Synedra rumpems Kuetz。

Patrick&Reimer(1975)は 、淡水の湖、池沼、流れの緩やかな河川に分布 し、pHは 不定 としてい

る。浜ほか (1982)に よれば、八島ヶ原高層湿原や高山湖には認められず、千代日湖 (長野県茅野市)、

自樺湖、諏訪湖 (長野県岡谷市、諏訪市、諏訪郡下諏訪町)な ど富栄養化が見られる水域に認められた。

Synedra ulna(Nitz。 )Ehr.

小林 (1977)は、好アルカリ性、富栄養性、貧腐水性、広温性の汎布種としている。浜ほか (1982)
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では諏訪湖、河川、自樺湖等広い水域から出現が認められた。

Melosira属

2Tl‐ Di‐1053.18(深 さ73cm)と 2Tl‐ Di‐1053.02(深 さ89cm)か らは全 く出現せず、2Tl‐ Di‐ 1053.

28(深さ63cm)にやや出現し、2Tl‐ Di‐1053.44(深 さ47cm)よ り浅い部分では優 占種 となっている。

有機酸性湖には少ないが、河川より湖沼に身産する傾向がある。

Gomphonema acuminatum(Grun.)Cl.

好アルカリ性、好止水性で高山湖に身産する。白樺湖、千代田湖、千軒平中間湿原などから出現が認

められたが、酸性湖には認められない。

Kolbe(1932)、 Hustedt(1939)、 Pat� ck(1948)は 、腐植質に富む有機酸性水域の特徴 としてDttο賜属・

'2%ク
物滋 属・乃鶴紡腸属の多いことをあげている。根来 (1953)で は群馬県尾瀬ヶ原で検出した珪藻類61

種のうちD"θ厖属18種、β%ηク励滋 属14種 を検出したと報告している。また、平野 (1980)は、北海道の湿

原で検出した珪藻類268種中、D″ο湯属45種、2%%傷協滋 属61種を報告 している。

浜ほか (1979、 1980、 1983、 1998、 1994)の調査においても八島ヶ原高層湿原、御射鹿池無機酸性湖、千

軒平湿原や科の木湿原の中間湿原で、酸性水域にD"ο励属・
'η

%2カカα属が高い頻度で出現することが明ら

かになっている。

第 5表に浜ほかの調査 した諏訪地方の各種水系と今回の試料から検出された主要属別種数の割合を全種類

数に対する百分率で示した。このデータを用いてクラスター分析 した結果の樹状図を第22図 に示す。クラス

ター分析は各水系ごとの主要な属の種数を標準化 してワー ド法により分析した。これらは、大きく3つのグ

ループに分けらた。Aグループには、八島ヶ原高層湿原、御射鹿池無機酸性湖、千軒平中間湿原の地中、科

の木湿原の地中、2Tl‐ Di‐1053.02(深 さ89cm)か ら採集された試料が、また、Bグループは自樺湖、千軒

平中間湿原の地表と科の木湿原の地表から採取された試料が、さらに、Cグループには、諏訪湖、蓼科潮 (長

野県茅野市)と 今回の調査で最も浅い採集地′ミである2Tl‐Di‐1053.68(深さ23cm)が まとまった。

今回調査 した2Tl‐Di‐1053.02(深 さ89cm)の有機性堆積物中にDttο′力属・P�%クルカα属が多産すること

は、当時有機酸性の中間湿原であったものと推定できる。

また、2Tl‐ Di‐ 1053.68(深さ23cm)では、酸性水域の指標種であるDttθ婉属が全 く検出されない。蓼科

第 5表 諏訪地方各種水系における出現珪藻類の主要属別種数の割合

養湖 中間湿原
八島ヶ池 御射鹿池 白樺湖  諏訪湖  蓼科湖 千軒平湿原

底石  底石  底石  底石   底石   地表  地下35cn

中間湿原
科の木湿原

地表  地下50cm

今回調査地

尖石遺跡
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湖や科の木湿原の地表など富栄養化が進んだ水系の珪藻類の種構成に近い。環境条件が2Tl‐Di‐ 1053,02(深

さ89cm)を 含んだ層の酸性水域の頃とは大きく変遷したものと推定できる。

まとめ

八ヶ岳西山麓に火砕流が大量に流れ広大な台地が形成された。その後河川の浸食で幾筋かの谷ができた。

その中の小さな谷は両側の台地から湧水が流出し幾つかの窪地には次第に水が溜まり、湿原が形成された。

緩傾斜のゆったりとした流れによりできたこの湿原は土砂を堆積 しながら次第に発達 し、 ミズゴケが生育 し

中間湿原にまで変遷していった。pHは 5～ 6程度と予測される。

その後現在の深さ60cm層 付近でこの湿原は破壊された。多分開墾され水田に利用されていたものと思われ

る。水田の珪藻類の研究は少なく、小林博士 (1950)の報文が見出されるのみである。このなかで、高い頻

度で出現した種を第 6表に示した。これらの種は好アルカリ、好止水性の珪藻類である。このうちの 3分の

1の種が今回調査 した谷部の地表面から約60cmま での浅い部分に検出された。これから、地表面から約60cm

までの浅い部分は水田によるものではないかと推定される。

第 6表 水田に高頻度で出現する種

(二重県上野市郊外水田内珪藻の研究、月ヽ林、1950)
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第 5節 尖石遺跡の植物珪酸体

は じb:こ

尖石遺跡と与助尾根遺跡の間に位置する浅い谷部において、試掘を行った。試掘の結果、有機性堆積物が

確認され、植物珪酸体を含む生物遺体の包含が期待された。

また、遺跡中央部の住居l■ の覆土も当時の住居の素材や周辺環境に関する情報を得るため、植物珪酸体の

分析をイ子った。

この節では、これらの分析結果について報じる。

試料の採集

lT2、 2Tl、 2T3の 3地′ミから、有機性堆積物を中心に 9試料を採集した(第23図 )。 試料の採集にあ

たっては、層位の違いに注目し、各層から1試料以上採集するよう注意した。

なお、資料の合名にあたっては、地点名と略号 (Po)お よび標高 (m)でぁらわした。例えば 2Tlの地

点の標高1053.40mか ら採集されたものは2Tl‐Po‐1053.40と 表示した。

今回試掘した遺跡中央部の住居址 (遺構 4)の覆土はⅢG2e3 Poと 命名 した。

方 法

試料湿重約 5gを過酸化水素水、塩酸処理、超音波処理、沈定法、重液分離法の順に物理・化学的処理 を

行い、カバーグラスにとり、プルーラックスで封入してプレパラー トを作成した。

このプレパラー トを400倍 で顕微鏡下で、走査し検出されるイネ科葉部 (葉身と葉輪)の短細胞珪酸体、機

動細胞珪酸体を近藤・佐藤 (1986)の分類に基づいて同定、計数を行った。なお、同定についてはいパ リノ

サーベイ社に一部を委託して行った。

結 果

まず、谷部のオ直物珪酸体の種組成を第 7表、第24図、に示した。また主な植物珪酸体の顕微鏡写真を図版

28に 示した。得た試料の植物珪酸体は、表面に小孔が多数認められ、その保存状態は悪かった。

栽培種のイネ属は、lT2‐ Po‐1052.63と 2T2‐ Po‐ 1052.91を 除いて検出された。第23図 には栽培種のイネ

属が確認された層にはOSの略号を付 した。また、どの試料でもタケ亜科に分類されるものが優占し、ウシク

サ族が伴 う。

試掘した遺跡中央部の住居l■の覆上には、タケ亜科のものが優占した。この中には、ネザサ節に分類され

るものも含まれる。また、湿性な環境に分布するヨシ属 も谷部よりも多く検出されている。得た試料の植物

珪酸体は、谷部のものと同様、その保存状態は悪かった。

考 察

栽培種のイネ属が少数検出されることから、調査地点でな く、周辺で稲作が行われていたことや、ま り上

層からの混入が推定される。最 も古い層では、放射性炭素年代測定で1480± 60年BPを 示す層 (lTl‐ Po‐ 1052.

47、 lTl‐ C14‐ 1052.47,GE095 1236)か らも、栽培種のイネ属が検出されている。今後、種子等の植物遺

体からの情報を含めて尖石遺跡及びその周辺での稲作の状況 を復元 したい。
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試掘した遺跡中央部の住居址の覆とには、タケ齢 |のものが優占している|がここの分類群の植物差酸体は、

他のイ⌒科植物に比禁して風化に強く、生産量が多いことが指摘されている 藤 け能、杉山ほか、

19861。 また、ウシクサ族が錘 見られるとウンタサ痰は短細胞珪酸体分澄旗からススキ属の可能性が高い。

これ―らのことから1月辺環境は比較中第際した事原の景観を有していたことが推定され―る。しかし、低率で

はあるが湿性の環境に多いヨン属の検出からは、夕ヶ亜料やウシタサ流を含めて生活資材が検出されたこと

も考えられる。今後の縄支時代の推積物中の植物珪酸体分析デエイの蓄積を待ちたい。     ,

引用文献

近藤練三11982.Plant opal分析による黒色廃植層分成因舞明た1関する研究・ 昭和56年廃科学研究費 (一般研究0)

研究成果報告書,32pp.

近藤練三―佐瀬 魅 19鍋.1植物荘酸体分析その特性と応用.第 4紀噛 ,253卜64.

杉山真二・―離 志.1986.機動硼胞珪酸体の形態に.ょ るタケ重科植物の同定■古環境攀定の墓確養料として―.考

古学I自恭科学,1勢09‐84.
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第 6節 尖石遺跡出上の大型植物遺体

は じめに

尖石遺跡と与助尾根遺跡の間に位置する浅い谷部において、試掘を行った。試掘の結果、有機性堆積物が

確認され、大型植物遺体を含む生物遺体が確認された。この節では、大型植物遺体の分析結果について報 じる。

試料の採集

今回計36試料の大型植物遺体を採集した。2T‐ Pl‐ 4、 また、lT‐ Pl‐ 1、 4～ 101よ 、いずれも有機性堆積物の

最下層と礫層の間かもしくは礫層の上部から出上している (第25図 )。

方 法

36地点か ら採集 された試料の うち11試料 を、剃刀の歯 を用いて、試料 を木 口 (横 断面 )、 柾 目 (放射断

面)、 板 目 (折線断面)の 3断面の徒手切片を作成する。切片はガムクロラールで封入し、プレパラー トとし

た。プレパラー トは生物顕微鏡で透過光による木材組織の観察 を行い、その特徴から種 を同定 した。なお、

同定はいパ リノサーベイ社に一部を委託 して行った。

結 果

同定の結果を第 8表に示す。また、同定された大型植物遺体の顕微鏡写真を図版29。 30に 示した。ハンノ

キ属の 1種は根材であった。11試料のうち 3試料は保存状態が悪 く属の同定にも至らず、広葉樹であること

が認められたにすぎない。また、 1試料は同定はできないものの、ツル性の植物であることが認められた。

なお、エレ属の 1種の うち 1試料は、別に報 じる放射性炭素年代測定結果 より、830年 BP± 60年 の値

(2T‐ Pl‐4,GE0 1450)を得ている。

考 察

調査地を含む周辺部の況存植生では、カラコギカエデーハルニレ群落やクロツバラーハンノキ群集が湿性

の高い谷部に分布している (宮脇ほか、1985)。 今回の結果のうち、ニレ属の 1種は、ハルニレ、オヒョウ、

アキニレのいずれかがあたるとが考えられるが、ハルニレであるなら、およそ800年前にも現在も分布するハ

ルニレの森林が成立していた時期があったことが推定できる。また、ハンノキの林 も、時期を同じくして成

立していた可能性も推定できる。

また、アサダは2T3地点の種子・昆虫試料採集用の試料の21層 目から33層 目 (2T3‐ SI‐ 1053.05～ 1052.

57)か ら連続して出上したもので、当時 2T3地点に立つように埋没していたものと考えられる。アサダは

湿性で自然性の高い群落に分布 していることが知られており、特に諏訪大社と社 (長野県諏訪市)の社叢に

は、アサグが高頻度で出現するフジキーアサダ群落の存在が知られている (飯沼、1976)。 いずれにしても、

自然性の高い湿性森林群落が調査地に分布していたことが考えられる。

引用文献

宮脇 昭編,1985,日 本植生誌.中部.604PP,至文堂

飯沼冬彦。1976。 上社の社そうの植生について (諏訪教育会編).自 然研究紀要.12,:59-63.
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第 8表 出土大型植物遺体の種類

第25図 大型植物遺体出上位置図
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第 7節 尖石遺跡の土壌

は じもう

`こ
今回の尖石遺跡の上壌調査は、史跡整備における古環境をできる限り復元した森林を作るため、その上壌

に適した樹木の選定の基礎資料を得るために実施 した。

尖石遺跡に生育する植物が必ずしもその土地に適したものと言う訳ではなく、土壌の水分条件や土壌の通

気性は植物の生育を左右する。土壌ばかりでなく気象的な要素、周囲に生育する植物なども影響 して くる。

土壌は地質的な要因、気候的な要因、現在までどのような植物が生育していたかその時間的な要因が相互に

絡み合い成立している。

日本における土壌の化学的な性質は特殊な場合を除いては植物に影響することがない。特殊な例 としては、

石灰岩地や蛇紋岩地があげられる。この上壌はアルカリ土壌で、石灰岩地では好石灰植物が生育し、蛇紋岩

地では高木性の樹木が育たない。しかし、通常は植物の生育を抑えたり、植物を枯 らしたりすることはない。

一般に緑化用の植物は移植するまでに所定の大きさにしてあり、定植をしてから畑にあるような成長を期

待 していない。どの上壌にどの植物が適合するか、土壌の形態特に土壌を構成する三つの要素、土壌鉱物、

土壌水分、土壌中の空気が本直物が生育する上での問題ソ点である◎特に上壌中に存在する空気が少ないと根の

生育が十分でなく病害や環境に適応能力がなく生育が衰えることがある。このため土壌の断面を調査 し、土

壌の形態を調べ検討することが必要となる。

尖石遺跡付近の自然概要

尖石遺跡は標高1040mか ら1070mの 間にあり、八ケ岳の山麓緩斜面に位置している。此の緩斜面から地下

水が湧出して表流 し、沢地形を作 り緩斜面を解析 をしているところである。山麓緩斜面の解析がされず残 さ

れた広い丘陵状の部分に遺跡がみられる。解析 された谷の部分 と山の部分の丘陵頂部の比高は20m以 内であ

る。この地域は丘陵状の部分 と谷の部分、その中間にある斜面部から地形が構成されている。

この地域の地質は入ケ岳の火山噴出物が主体である。 また土壌 を構成する鉱物は安山岩類 と、長野県の西

方にある御嶽山、乗鞍岳、立山などから噴出した火山灰が土壌鉱物である。この火山灰の堆積年代、土壌 中

の層位については明らかになっていない。

植物的な条件について見るとブナ林域の森林が存在 し、それが二次林化 しそれから草地化 し、その後畑作、

水田が耕作されたもの と推定される。丘陵のブナ林は伐採 または火入れによって森林が破壊され二次的な森

林が出現 したと考 えられる。二次林はヨナラが主体 とな リミズナラ、カスミザ クラ、ウワ ミズザクラなどで

構成されていたことが推定される。沢地形の場所はヤチダモ林が存在 していたことが推定されるが、その跡

の二次林 としてハンノキ林が成立 している。ハンノキ林は採草地にしに くいのでしばらくの間ハンノキ林 で

いたが、この部分が水田に開墾されたところであると考 えられる。

現存植生は外来の牧草類で構成される草地が丘陵状の部分に存在 し、丘陵状の一部にカラマツ林、谷の一

部にハンノキ林 と水田、水田を放置した草地がある。また斜面部にカラマツ林が存在 している。現在の草地

は外来の牧草オオウシノケグサ、オニウシノケグサ、カモガヤなどが生育 している。牧草が導入される前の

草地はススキが生育 していたものと推定される。

気象条件について、諏訪測候所観測結果から換算すると平均気温は8.8℃ 、降水量1400mm前 後、冬乾夏雨の
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地域である。また気温が10℃ 以上の月数が 6ケ 月あり、植物の生育期間か ら見 ると温帯域にな り、 ミズナラ、

ヨナラの分布の境界に当たり、これより標高の高いところでは ミズナラ、低いところではヨナラの生育地域

である。

土壌は長い期間草地 として利用 してきた経過 と土壌母材が火山灰であることから黒色土 (暗上、Ando)が

分布する地域である。

結 果

土壌調査は地形の代表的な場所として丘陵状の頂部、凹地の部分、土壌の違いが現れそうな場所を選び調

査地点とした。また自然土壌に近い土壌としてカラマツ林内にも調査地点をもうけた (図 26)。

調査結果から得た自然土壌

この地域に現れる自然土壌は黒色土、グライ土または泥炭土である。調査地点はいずれも以前に耕作をし

た後で耕転をした形跡が存在 し、水田については耕地整理をし、他の地域から土壌を運搬 し客上をした形跡

が現れた。一枚の水田面積を広 くするために一部の表土を除き他の地から土石を運びそれを埋め戻した跡が

認められた。

丘陵状の部分では地表に近い部分に耕作の跡がある。上壌中の有機物は地表からの供給のため地表近 くが

暗い色をしているのが正常の土壌である。耕作をするとその部分の有機物が消耗し色が淡 くなる。調査 した

土壌の大部分がこのような地表部分に淡い色をした層位が現れている。

第26図 土壌調査地点図
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以上のことから丘陵地形に現れる土壌は通潤性黒色上である。また長野県西部の火山活動により何回かの

火山灰の堆積 をした埋没性の上壌である。これらの火山灰については今回の調査ではその来歴を知 ることが

できなかった。

沢地に現れる土壌はグライ土である。地下水の影響のある土壌で地下水が分いため土壌中の酸素が欠乏 し

て酸化鉄が第二酸化鉄になり、侵入した植物の根から酸素を奪 うため植物が弱ったり、枯損 したりする。イ

ネ科カヤツリグサ科の根は根の中心に空気の通る穴があ り、そこに酸素を通 して根の生活を支えているが、

樹木や他の草本類は植物体の中に酸素 を通すことが出来ず過湿な土壌では枯損する。

土壌中の酸化鉄は過湿な所で酸素欠乏により第二酸化鉄 とな り鉄に焼 きをいれた時の錆色、暗青色 となる。

土壌の乾燥 していた所の酸化鉄は第一酸化鉄で橙褐色になる、土壌の褐色なのは第一酸化鉄の色である。 も

し鉄の錆色が出なければもとの岩石の色が出るはずである。

土壌母材が火山灰で草地の経過がなければ褐色森林土の現れるところである。その後火山灰の堆積で森林

が破壊され草地 となり黒色上が現れたと推定される。

調査断面

A地点

丘陵地の上壌の調査点Aについて第27-1図 に上壌断面を示す。この上壌は堆積 した表層部が風食を受け

た土壌である。また丘陵上の頂部にあるため雨水により斜面下部に表上が流されている。

表層部の土壌は団粒状構造が見られるが第 2層 目からは土壌がつまり堅 く締まっている。水分は各層 とも

潤である、地表から I Al層 、I A2層 、HA層が耕作をしていた土壌層である。HB層 は心上で元々存在 してい

た自然土壌で上層部から有機物が滲み出し部分的に上層のA層 に相当する土壌が混入 しているところがあ り、

斑′点状に有機物が混入 している。植物の根が60cmま で侵入 している、土壌が堅 く十分な根の活動を保証でき

るような上壌ではない。この土壌型は適潤性黒色上である。

B地点

B点の土壌断面を第27-2図 に示す、この土壌は丘陵上の斜面下部に当たるところに存在 し斜面の上部か

ら土壌が流入して堆積 しているところである。前述のA地ィくは受蝕土であるが、この上壌は斜面上部から土

壌化 した鉱物質が再堆積 をした土壌で有機物が深 くまで侵入 している。 I Al層 、 I A2層 とも耕作をしていた

層位で I Al層 は団粒状構造が存在 し、 I A2層 には堅果状構造が存在 している。 HA層は IA層 に比較 して色

が濃い。土壌構造はな く壁のように土壌が堅 く締 まり、上壌の堅さも堅い。ⅢA層 はHA層に比較 して土壌層

の色が濃 く、この層に遺物が存在 している。ⅢB層 は上部の有機物が漸変的にHC層への移行帯であり有機物

によって汚れた色をしている。ШC層は火山灰 と八ケ岳の安山岩類の風化物で成立 している。

この上壌型は適潤性黒色土である。

C地点

丘陵地南側斜面上部のカラマツ林 C地ッミの上壌断面を第27-3図に示す。地表にはカラマツの落葉が堆積

している。上部に新鮮な落葉、下層に分解途中のカラマツの落葉が存在 している。 IA層、IIA層 の上部まで

が作上であり、IA層、IIAェ層には団粒状構造が存在 している。IA層 は耕作のため土壌中の有機物が消耗 し

て色が淡 く退色をしている。 HAl層 はⅡA2層 に比較 して土壌構造があるものと無いものとの差で区分 した。
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第27-2図  B地点土壌断面

第27-4図  D地点土壌断面

第27図 土壌断面図 (そ の 1)
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残積型道潤性黒色土
I Al層 腐植富む、L、 黒褐色、団粒

状構造、堅さ軟、水湿潤
I A2層  腐植富む、 L、 黒～黒褐色、

堅呆状構造、堅さ堅、水湿潤
′b
土 H Al層 鷹植富む、L、 黒褐色、カベ

状構造、堅さ頗る堅、水湿i間

ⅢA層  病植富む、 L、 黒色、堅さ頗
る堅

ⅢB層  腐植含む、 L、 黒褐色、カベ

状構造、堅さ固結、水湿潤

ⅢC層  腐植乏し、L、 褐色、カベ状構
造、堅さ回結、水湿潤

崩積型適潤性黒色土

IA層  腐植頗る富む、 L、 黒色、国
粒状構造、水湿 1聞

II A!層 腐植富む、L、 黒褐色、土壌
構造なし、堅さ軟、水湿潤

■A2層 腐植富む、L、 黒色、土摸構
造なし、堅さ軟、水湿i固

ⅢA層  腐植富む、と、黒～黒褐色、
土壌構造なし、堅さ堅、水湿潤

ⅢB層  腐植含む、L、 極暗褐色、土
壌構造なし、水湿潤

笙|:≦ 爆篭]静tl羹酔影試]

髄 鰯事髯訂
渠論 雛 絶 諸F堅 蠅ヽ

残積型適潤性黒色土

ⅢC層  腐植乏し、 L、 橙色、根まれ
堅さ回結、水湿潤
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壁状構造というのは土壌が詰まり堅 く締まっているものを指している。土壌が締まっていると根に酸素が十

分供給できない。HB層は下層に当たるHC層への移行帯であり下層の安山岩の礫が現れている。また土壌は

堅 く締まり、堅さは頗る堅。下層のHC層は固結である。

この上壌型は適潤性黒色上、水分は各層とも潤、根は上層部に分く分本 し40cmの 深さまで分布している。

D地点

丘陵と谷の斜面下部D地点の上壌断面を第27-4図 に示す。地上に厚 くカラマツの実が堆積をしている。

土壌は有機物が深 くまで浸透してA層 に相当する層位が厚 く何回かの堆積が くりかえされ、A層部の上層が

分化している。土壌層は IA層が作土で耕作のため黒色の色が淡 くなっていて弱い団粒状構造がある。IA層

の厚さは20cmで土性が壌土 (L)、 水分は潤である。ⅡAュ 層は黒色で厚さが80cm堆積 し、土壌構造はないが堅

さが軟、水分は潤である。HA2層 は厚さが40cm以上堆積 し礫が僅かに含まれその上性が壌上、水分は潤、堅

さは軟で土壌構造はない。HIA層は厚さが90cm以上堆積 しており、礫が含まれ土性は壌土、土壌の色は黒、水

分は潤、土壌構造は無 く堅さは堅である。ⅢB層は下層のC層への移行層で腐植が漸変的に侵入している。厚

さは70cm以上あり、これ以上の深さでの調査はできなかった。この上壌型は崩積型適潤性黒色上である。

E地点

丘陵状の上部に当たるE地点の土壌断面を第27-5図 に示す。Al層 は作上で耕作をしていた部分であり、

土性は壌上、土壌構造は団粒状構造、水分は潤、堅さは軟である。A2層 は波状に存在し、厚さはわずかでAl

層より色が黒 く、土壌構造はない。堅さは堅、水湿は潤、上性は壌上である。B層はC層への移行層であり土

性は壌土、土壌構造はなく、水湿は潤で土壌母材は火山灰と安山岩が混在 している。C層は安山岩の礫が存在

する。安山岩の風化物で土壌母材が構成され堅さは頗る堅、土性は壌土、水湿は潤である。

F地点

丘陵上のカラマツ林の上壌断面を第27-6図 に示す。地表にカラマツの落葉落枝が堆積 して 2層に分かれ

上部 2 cmがF層 で新鮮な落葉により構成され、その下部にL層 が 2 cm、 未分解の落葉が堆積 している。 IA層

は下層のHA層 と比較してやや淡い黒で、団粒状構造があり上性は壌上、堅さは頗る軟、水湿は潤である。H

A層 は色が黒、土壌構造はなく、土性は壌上、水湿は潤、堅さは堅である。HB層は腐植を含む、土性は壌

上、堅さは堅でA層からC層への移行層である。HC層は礫が無 く土壌母材は火山灰である、土性は壌土、水

湿は潤である。この上壌型は適潤性黒色土で表層部は多少人為が加わっているが丘陵上では自然的な土壌で

ある。

G地点

丘陵上の畑として利用していた土壌断面を第27-7図 に示す。A層が作土で色は黒色、土性は壌上、土状構

造は団粒状構造があり、堅さは軟、水湿は潤である。B層は腐植を含み、堅さは堅、土壌構造は無し、土性は

壌土、水湿は潤である。C層はB層の一部が混入している土壌で堅さは頗る堅、土性は壌上、水湿は潤であ

る。この土壌型は通潤性黒色上で風食と水食により表上が流亡した土壌である。
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第27-6図  F地点土壌断面

8図  lT地点土壌断面

残積 型適潤性黒色土

「

L層   カラマツの葉粗に 2 cm堆積
F層   カラマツの未分解粗に2伽堆

積
IA層  腐植富む、L、 黒色、団粒状

構造中度、堅さ頗る軟、水湿潤
HA層  腐植頗る富む、L、 黒色、カベ

状構造、堅さ堅、水湿1固

HB層  腐植含む、 L、 極暗褐色、カ
ベ状構造、堅さ堅

HC層  腐植乏し、L、 明褐色、カベ状
構造、堅さ固結、水湿潤

グライ土

I Al層 腐植 富む、 L、 黒褐色、団粒

状構造、堅さ軟、水湿湿
I A2層 腐植 富む、 L、 黒褐色、土壌

構造なし、堅さ堅、水湿湿
IB層  腐植含む、 L、 暗褐色、堅さ

堅

第一酸化鉄滲出、暗赤褐色

I Cl層 腐植乏し、 L、 褐色、土壌構
造をし、堅さ頗る堅、水湿潤、
亜角礫

てたもの

C2層 腐植乏し、亜角礫土壊が付着
CL、 に景い赤褐色、土壌構
造をし、堅さ頗る堅、水湿潤

層  病植頗 る富む、 Cと 、黒 色、
土壌構造なし、堅さ軟、水湿過

湿

層レンズ状に入る、黒色

Ⅲ A層  腐本直頗 る富む、 Sと 、黒 色、

土壊構造なし堅さ竪、水湿過

湿

Ⅳ A層  腐植 富む、 G～ S、 黒褐色、
土壌構造なし、堅さ堅、水湿過
湿

第27-7図  G地点土壌断面

-9図  2T地点土壌断面

残積型適潤性黒色土
A層 腐植富む、L、 黒～黒褐色、団粒

状構造、堅さ軟、水湿潤

B層 腐植含む、と、暗褐色、力べ状構
造、堅さ堅、水湿潤

Bがレンズ状に入る

C層 腐植乏し、 L、 明褐色、カベ状構
造、堅さ頗る堅、水湿潤

グライ土
IA層 腐植頗る富む、CL、 黒褐色、

堅さ軟、水湿過湿
HA層  腐植頗る富む、Cと 、黒褐色、

水湿過湿

ⅢA層 腐植頌る富む、 L、 黒～黒褐
色、水湿過湿

泥岩層レンズ状に存在、黒褐色

ⅣA層 腐植頗る富む、 S、 極暗褐色、
水湿過湿

VA層 腐植顔る富む、S、 黒褐色、堅
さ堅、水湿過湿
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lT地点

谷地形の水田として利用していた土壌断面を第27-8図に示す。この上壌は湿性な自然土壌で水田を作 り

稲作をしていたところである。この場所の表土をとり他の地から土石を客上し表土の上壌を埋め戻し水田を

広 くしたところである。水田で稲を栽培しているときの上壌はグライ土となり、土壌中の酸化鉄は第二酸化

鉄になっている。現在の表層に近い土壌は第一酸化鉄になっている。 I Al層 は作土で耕作に利用 した部分で

ある。耕作をしていないため土壌構造は団粒状構造ができ、堅さは軟、土性は壌土、水湿は湿である。 I A2

層は心上で腐植は富む。土性は壌上、水湿は湿、堅さは堅、土状構造は無 く、 I Al層 と比較すると色が淡

い。 IB層 は腐植を含み、土性が壌上、堅さは堅、土壌構造はなく、下部に第一酸化鉄の集積がみられる。 I

CI層 は腐植が乏しく亜角礫が主体でその周囲にある土壌の土性は壌上、水湿は潤、土壌の色は褐色である。

I C2層 は上層の I Cl層 の中に第一酸化鉄が集積をした所で岩石の周囲に第一酸化鉄がこびりついている。

HA層 はもとの上壌でこの土層の上部が地表であった。この上壌は頗る腐植に富む。堅さは軟、土性は埴壌

上、土壌構造はなく、水湿は過湿である。HA層 とⅢA層の間に泥炭層がレンズ状に挟まれている。ⅢA層 は

腐植が頗る富む、土性は砂壌土、土壌構造はなく、水湿は過湿である。ⅣA層 は腐植が富む、土性が砂上、堅

さは堅、水湿は過湿である。

この土壌型はグライ土で地下水の影響がある土壌である。

2T地点

lT地点と同じ水田であるが客土をした部分がなく、この場所で生成された土壌である。2T地点の上壌断

面を第27-9図に示す。 IA層 は土性が埴土、水湿は過湿、腐植は頗る富むで、堅さは軟である。HA層の腐

植は頗る富む、土性は埴上、 lT断面のⅡA層 に相当する土層である。ⅢA層は上部に砂質の上壌があり、下

部の上性は壌上で比の上層に泥炭がレンズ状に挟まれている。ⅣA層 は lT断面のⅢA層 に相当するものでグ

ライの要素をもった第二酸化鉄が存在している。また lT断面と連続している層でもある。VA層 もlT断面

のⅣA層に相当した土層で土性が砂上で連続している。

この土壌型はグライ土で各層位の水湿は過湿である。

上壌図 (第28図 )

丘陵状の波状地形の緩斜面で残積型適潤性黒色上が現れる。この土壌を残積型適潤性黒色上に区分する。

この上壌は表層部の第一層が軟質な団粒状構造の存在する土壌で下層部は土壌が詰まり堅 く、土壌構造は壁

状で通気通水性が悪い土壌である。丘陵状の凸型地は土壌が浅 く表層部の上壌が風食により削られている。

また凹型地は斜面上部より上壌が運ばれ厚 く堆積をしている土壌である。この上壌を区別するには腐植の侵

入の厚さで区分するが連続しているので区分は困難である。

丘陵状の周囲にある急斜面は崩積型の適潤性黒色土であり、崩積型適潤性黒色土として区分 した。この上

壌は通気通水性は良好であり、土壌は下層部まで軟質である。

谷の中に存在する土壌はグライ土で地下水の影響がある土壌で、この土壌をグライ土として区分する。こ

の土地は水日に利用され土地を平坦にし水を流し土壌をグライ化 して上壌中の酸化鉄を第二酸化鉄が存在す

る土壌にした。水田を休耕し放置したところは地表部にグライは無 くなり深層部に存在する土壌 となった。

現在耕作 している水田、ハンノキ林は地表近 くからグライが現れる土壌である①グライの現れる土壌をグラ

イと区分する。
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上壌と土地利用

調査結果か ら尖石遺跡の上壌は特に生産力の高い土壌ではない。強いて高い土壌は斜面部に況れるもので

ある。丘陵状の緩斜面は草本類であるならばどのオ直物 も生育が可能である。草本類は木本類に比較 し根が浅

い。草本類でもススキにみられるように根が100cmに も伸びるような植物は土壌の下層部で酸素不足になリー

定の深さで根が枯れる①黒色土がある深さで黒色から褐色に急変するのは、この色の変わるところまでが草

本の利用する酸素が届かないためと考えられる。木本類を導入する場合は土壌を深 く掘 り堆肥、土壌改良剤

などをいれて土壌の通気性を良好にして植栽する事が必要になる。

木本類を導入する場合冷温帯に生育できる植物で夏緑の植物、常緑の植物は単独で植栽しないこと。常緑

の植物は単独で植栽すると、冬期土壌が凍結し、空気が乾燥 し、またそこに強い風が吹 くと葉の水分を風が

奪 う。茎の中では水が凍結、土壌が凍結しているので上壌から水を吸い上げることが出来ず植えた樹木は枯

損する。もし集団で植栽 してあれば風が分散され耐寒性があれば枯損することはない。夏緑の植物でも、枝

が細い植物は枝先だけが枯れることがある。夏の場合は根からいつでも水が供給され枯損しない。この上壌

の特徴 として第一層が畑作や草本の栽培で消耗をしている。

崩積型適潤性黒色上では地形が風よけになり特に問題はなく、耐寒性を持っている樹木であれば生育が可

台ヒである。

谷地形のグライ上の現れるところでは草本類イネ科の植物、カヤツリグサ科の植物で最下部の根に空気を

植物体を通して運ぶことが出来る植物であれば生育が可能である、またその他の植物でも嫌気性の植物であ

れば生育が可能である。この中にはサ トイモ科の植物などを拳げることができる。グライ上のところで植物

を植栽する場合は水路を作 り水はけをよくするか、土壌を盛 り上げ植え床を作 りそこに植栽することが必要

である。

このグライ上の現れるところの樹木が生育したのはこの湿地に周辺部から倒木ができそこに種子が飛散 し

てきて樹木が成立したのである。

縄文期の植物を考えるとブナ林文化と言われるが当時の食料を考えると木本類で殻斗類のクリ、ナラ属、

ハシバ ミ類、などそのほか トチノキなどが拳げられる。呆肉を食用 とするものではサクラ属、エノキ属、キ

イチゴ属などが拳げられる。殻斗類は丘陵状の場所で残積型通潤性黒色上の土地、 トチノキは崩積型適潤性

黒色土の土地を選ぶこと。エノキ属やその他の植物は谷のグライ土の部分を除けば良い。

おわりに

尖石遺跡付近に現れる土壌は草原に影響された火山性の安山岩、火山灰を上壌母材にし、土層の表層部を

火山灰で占めた黒色上で、これは現代の農耕の為に採草地 として利用されたことが大きく作用している。

縄文の遺物も黒色上の黒色部のA層から現れている。今後の検討事項として火山灰の来歴を知ることが必

要になってくる。土壌層が動かないところでは火山灰の噴出源が検討できるがこの場所では表層部が攪拌さ

れて区男Jが困難であった。

この地域では湿地を除けば大部分が植栽可能地であり、土壌層の下層部が堅 く締まっている土壌で、巨木

となるような樹木は不適である、カラマツを見ると根元の部分が根から病原が侵入し心腐が現れ、材木の内

菩Ьがガ巳される。

この土地での植栽は植え穴を大きく掘 り樹木の根が十分に活躍出来るようにすることが必要となる。
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1 遺構 4〈ⅢG2e5〉 (東から)

2 遺構 4〈ⅢG2e3〉 (東から)

3 遺構 5・ 6〈 IIG14e 4〉 (北から)



1 遺構 7(HG14e 2〉 (東から)

2  '量非毒8。 9〈 IIIF 3 e l〉 (南から)

遺構10～ 13〈 ⅢF2el〉 (南か

ら)



遺構10～ 13〈 IIIF 2 e l〉 (東か

ら)

遺構14～ 17く ⅢE3e4〉 (西か

ら)

遺構18～ 22〈ⅢE3e2〉
ら)



図版 4

1 遺構 23・ 24く HE2e5〉 (南から)

遺構25～ 34くHE2e3〉 (南か

ら)

遺構35〈ШE2el〉 石囲炉 と遺

物出土状態 (北から)



図版 5

遺構35〈 IIIE 2 e l〉 石囲炉 と遺

物出土状態 (南から)

遺構36～ 38〈ⅢEle3～ 5〉 (東

から)

遺構37〈ⅢEle3・ 4〉 遺物出

土状態 (西から)



土偶出土状態〈ШEle2〉 (東か

ら)

土偶出土状態〈ⅢEle2〉 (南か

ら)

3 遺構39〈ⅢEle2〉 (西から)



図版 7

1 遺構40。 41〈 HE15e 5〉 (西から)

2 遺構42〈 IIE15e 3〉 (西から)

遺構43〈 HE13e 5〉 遺物出土状

態 (北から)



図版 8

遺構43く HE13e 5〉 遺物出土状

態 〈菩凸分〉 (1ヒ から)

2 遺構45'46〈ⅢC3e4〉 (東から)

遺構47～ 53〈 IIIC 2 e 5〉 (東か

ら)



図版 9

遺構54〈mC2e5〉 遺物出土状

態 く部分〉 (東から)

遺構54〈ⅢC2e5〉 遺物出土状

態 〈部分〉 (南から)

3 遺構54〈ⅢC2e3〉 (東から)



図版 10

1 遺構55・ 56(IIIC l e 4〉 (東から)

遺構57～ 66〈ШB3el〉 (東か

ら)

遺構67～ 72(Ⅲ B2el〉 (東か

ら)



1 遺構73～ 78(Aグ リッド〉 (東から)

2  達卦謙83・ 84〈 IIIF l e l〉 (,氣から)



図版 12

l ⅢE2el(遺構35)出土土器(1)

3 HIE le 4(遺 構35。 36)出土土器

2 HIE 2 e l(遺構35)出土土器¢)

4 HIE le3(遺構35・ 36)出土土器

5 HE13e 5(遺構43)出土土器(1)―
―

―

―

Ｉ

Ｌ

6 HE13e 5(遺構43)出土土器(21



図版 13

||:|||||||||||||||||■
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―

2 HE13e 5(遺溝43)出土土器 (41

l H E13e 5(遺構43)出土土器③

3 111C2e3(遺構54)出土土器 4 HC2el(遺 構54・ 55)出土土器(1)

5 ⅢC2el(遺構54・ 55)出土土器(2)
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図版 15

1 調査地全景 (谷部  lT) 2 調査地全景 (谷部 2T)

3 種子・昆虫分析用試料採集作業 4 種子・昆虫分析用試料採集作業

5 種子・昆虫分析用試料採集作業 6 土壌調査作業
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図版 16

豪.】

1 放射性炭素年代測定用試料採集作業

3 花粉分析用試料採集作業

主要花粉化石の顕微鏡写真

2 土偶芯材採集作業

4 マツ亜属 (2葉松),× 400 5 マツ亜属 (5葉松), ×400
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図版23

101L

主要珪藻化石 の顕微鏡 写真
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10μ
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主要植物珪酸体の顕微鏡写真
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イネ属 (短細胞珪酸体 )

クマザサ属 (短細胞珪酸体 )

ススキ属 (短細胞珪酸体 )

イチゴツナギ亜科 (短細胞珪酸休 )

クマザサ属 (機動細胞珪酸休 )

シバ属 (機動細胞珪酸体 )

チゴザサ属 (短細胞珪酸休 )

ススキ属 (短細胞珪酸体)

コブナグサ属 (短細胞珪酸休 )

イネ属 (機動細胞珪酸体 )

ウシクサ族 (機動細胞珪酸体)
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2 マタタビ属の 1種 ,木口
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1 大型植物遺体出土状況

7 ニレ属の 1種 ,板 目

H   200μ  m:木口

…
200μ m i柾目,板 目

木材の顕微鏡写真

3 マタタビ属の 1種 ,柾 目 4 マタタビ属の 1種 ,板 目

5 エレ属の 1種 ,木 口 6 ニレ属の 1種 ,柾 目
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4 アサグ ,木 口

9 ツル‖生本直物 ,オ反目

■■    200μ m i木 口

■■■■■■ 200μ m i柾 目,板 目

2 ハンノキ属の 1種 ,柾 目1 ハンノキ属の 1種 ,木 口 3 ハンノ井属の 1種 ,板 目

5 アサダ ,柾 目 6 アサダ,板 目
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7 ツル性植物 ,木 口 ノル性布直物 ,柾 目
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